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Interpretation of Wuchong weishi 五重唯識 (Five level of consciousness-only):
About Jōkei’s Yuishikiron jinshishō 唯識論尋思鈔 (Compendium of Reflections
Upon the Treatise Establishing Conscious-only)
Yasuo Goto
The religious practice of “contemplating consciousness-only” was systematized in
East Asian by the ChineseWeishi-school monk Ji基 (632-832), who laid out the so-called
five levels of consciousness-only (wuchong weishi 五重唯識) in “A Clarification of the
Subleties of the Scripture of the Heart of the Perfection of Wisdom” (Borexinjing youzan
般若心経幽賛) and the “Grove of Meanings of Consciousness-only” (Weishi yilin唯識義林)
chapter of Essays on the Grove of Meanings of the Garden of the Dharma of the Great
Vehicle (Dacheng fayuan yilin zhang 大乗法苑義林章). As soon as these works had been
transmitted to Japan, a series of commentaries espousing a variety of different
interpretations began to be composed on both the Dacheng fayuan yilin zhang as a whole,
and the Weishi yilin chapter in particular. These commentaries ultimately led to the
emergence of a group of Kamakura-period texts focused solely on the five levels of
consciousness-only, or even on just a single one of the five levels.
Among the works composed by the Hossō monk Jōkei貞慶 (1155-1213), one of the
most prominent Buddhist thinkers of the medieval period, during his years of seclusion at
Kasagi Temple, the “Compendium of Reflections Upon the Treatise Establishing
Consciousness-only” (Yuishikiron jinshishō 唯識論尋思鈔) emphasizes the central role
played by the contemplation of emptiness (contemplation consciousness-only) in the
attainment of insight into the ultimate truth (awakening). This was a new position that was
not yet generally accepted at the time.
In his work, Jōkei proposes three theories as to which of the five levels of
consciousness-only the contemplation of emptiness corresponds to: (1) “The discernment
in which one banishes the unreal and preserves the real” (kenkozonjitsu遣虚存実, that is to
say, the contemplation of emptiness that abandons clinging to the idea that various
phenomena exist outside of the mind), (2) “The discernment in which one banishes the
characteristics and realizes the nature” (kensōshōshō 遣相証性, i. e. the realization of the
ultimate truth by means of the contemplation of emptiness that manifests once the myriad
dharmas that arise due to causes and conditions cease to appear), (3) “The discernment in
which one banishes the characteristics” (kensō 遣相, or the abandoning of the myriad
dharmas that arise due to causes and conditions).
Among these, Jōkei adopted the second interpretation while acknowledging the
existence of unresolved problems still awaiting resolution. This stance ultimately led later
scholars to compose further works dedicated solely to the “discernment in which one
banishes the characteristics and realizes the nature” (kensōshōshō 遣相証性) from among
the five levels of consciousness only. The fact that Jōkei particularly emphasized the
centrality of the contemplation of emptiness in his analysis of the five levels of
consciousness only during his time at Kasagi, where he wrote his major works, meant that
his position significantly influenced the further development of consciousness-only
doctrine after his time.
五
重
唯
識
の
解
釈
袂
袒
貞
慶
撰
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
を
中
心
と
し
て
袂
袒
後
藤
康
夫
一
は
じ
め
に
仏
教
で
は
、
諸
法
を
観
察
し
自
己
の
心
を
あ
る
対
象
に
集
中
さ
せ
精
神
を
静
め
る
等
々
の
所
謂
「
観
法
」
の
方
法
は
多
岐
に
亘
る
が
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
中
国
唯
識
学
派
で
は
「
唯
識
観
」
と
呼
ば
れ
る
方
法
が
知
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
玄
奘
（
六
〇
〇
（
二
）
〜
六
六
四
）
系
統
の
唯
識
学
派(1)に
お
け
る
実
質
上
の
初
祖
（
慈
恩
宗
）
と
見
な
さ
れ
て
い
る
慈
恩
大
師
基
（
六
三
二
〜
六
八
二
）
が
、
自
著
の
『
般
若
心
経
幽
賛
』（『
幽
賛
』）
及
び
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』（『
義
林
章
』）〔
巻
一
「
唯
識
義
林
」〕
の
二
書
に
お
い
て
「
五
重
唯
識
」
を
体
系
化
し
て
い
る
こ
と
に
始
ま
る(2)。
こ
れ
以
後
、
東
ア
ジ
ア
地
域
で
は
五
重
唯
識
に
よ
る
唯
識
観
が
定
着
し
て
ゆ
き
、
日
本
法
相
宗
で
は
こ
の
「
唯
識
観
」（
五
重
唯
識
）
が
実
践
の
た
め
の
理
論
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た(3)。
唐
代
以
降
、
中
国
で
は
唯
識
学
派
の
目
立
っ
た
活
動
が
見
ら
れ
な
く
な
る
一
方
、
七
〜
八
世
紀
に
唯
識
が
相
次
い
で
伝
来
し
た
日
本
で
は
南
都
を
中
心
と
し
て
法
相
教
学
を
考
究
し
て
お
り
、
唯
識
観
も
同
様
に
研
究
さ
れ
て
き
た
。
奈
良
時
代
に
記
し
た
該
当
箇
所
を
含
む
著
作
は
散
逸(4)し
て
い
る
一
方
で
、
平
安
時
代
に
は
『
義
林
章
』「
唯
識
義
林
」
の
註
釈
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
現
存
書
は
僅
か
に
観
理
（
八
九
五
〜
九
七
四
）
や
真
興
（
九
三
四
（
五
）
〜
一
〇
〇
四
）
の
『
唯
識
義
私
記
』（
前
者
「
十
五
巻
私
記
｣・
後
者
「
六
巻
私
記
」）
及
び
若
干
の
逸
文
が
残
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る(5)。
特
に
五
重
唯
識
に
関
し
て
は
諸
伝
諸
釈
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
、
『
十
五
巻
私
記
』
に
は
明
福
伝
・
善
珠
伝
・
平
備
伝
が
示
さ
れ
、『
六
巻
私
記
』
に
は
善
珠
云
・
信
叡
云
等
が
挙
げ
ら
れ
、
良
遍
（
一
一
九
四
〜
一
二
五
二
）
の
『
遣
相
証
性
』
短
釈
に
は
『
古
私
記
』（
詳
細
不
詳
）
の
名
で
三
釈
等
の
多
釈
を
記
し
て
い
る(6)。
こ
の
「
私
記
」
と
は
平
安
時
代
の
特
徴
的
な
著
述
形
式
（
当
該
に
関
す
る
先
徳
等
の
解
釈
を
広
く
収
載
し
た
上
で
自
己
の
見
解
も
記
す
解
釈
書
）
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る(7)。
鎌
倉
時
代
に
到
る
と
、
唯
識
観
の
み
の
書
籍
と
し
て
五
重
唯
識
乃
至
各
重
単
独
等
々
の
書
物
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
る(8)。
次
代
に
影
響
を
与
え
た
鎌
倉
期
を
代
表
す
る
南
都
の
学
侶
の
一
人
と
し
て
解
脱
房
貞
慶
（
一
一
五
五
〜
一
二
一
三
）
が
お
り
、
彼
に
は
唯
識
観
に
関
し
て
五
重
唯
識
の
短
釈
（
一
論
題
一
問
一
答
形
式
の
短
編(9)）
が
存
在
し
、
他
書
で
も
唯
識
観
に
触
れ
て
い
た
り
し
て
い
る
。
貞
慶
著
作
の
中
で
主
要
書
と
し
て
は
笠
置
寺
遁
世
時
期
の
著
作
が
該
当
し
、
唯
識
教
義
の
諸
論
題
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
論
義
書
『
唯
識
論
尋
思
鈔(10
)』（「
尋
思
通
要
」「
尋
思
別
要
」）
が
あ
る
。
こ
の
主
要
著
作
で
は
唯
識
観
（
五
重
唯
識
）
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え
方
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
聊
か
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
こ
れ
に
よ
り
五
重
唯
識
展
（ 15 ）
開
の
一
相
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
引
用
文
に
つ
い
て
訓
読
文
は
省
略
す
る
。
刊
本
の
場
合
は
現
代
語
訳
の
み
を
挙
げ
原
文
は
註
記
に
示
す
。
写
本
の
場
合
は
原
文
と
現
代
語
訳
を
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
。
二
唯
識
観
袞
唯
識
三
性
観
・
五
重
唯
識
イ
ン
ド
以
来
、
唯
識
学
で
は
諸
法
の
あ
り
よ
う
と
し
て
遍
計
所
執
性
（
parikalpita-
svabhāva）（﹇
外
界
に
実
在
す
る
と
﹈
分
別
さ
れ
た
性
質
)・
依
他
起
性
（
paratantra-
svabhāva）（
他
〔
因
縁
〕
に
依
っ
て
生
起
さ
れ
た
性
質
)・
円
成
実
性
（
parinis.panna-
svabhāva）（﹇
円
満
真
実
の
﹈
完
成
さ
れ
た
性
質
）
の
三
性
を
説
く
。
こ
れ
を
中
国
で
は
無
著
〔
A
san.ga〕（
三
一
〇
〜
三
九
〇
頃
）
の
『
摂
大
乗
論
』（
M
ahāyāna-sam.graha）
及
び
世
親
〔
V
asubandhu〕（
三
二
〇
〜
四
〇
〇
頃
)・
無
性
〔
A
svabhāva〕（
四
五
〇
〜
五
三
〇
頃
）
の
『
摂
大
乗
論
釈
』（
M
ahāyānasam.graha-bhās.ya(11)）
に
お
け
る
蛇
・
縄
・
色
香
味
触
の
四
塵
の
譬
喩
で
示
し
て
き
た
が
、
そ
れ
を
『
義
林
章
』
に
よ
り
蛇
縄
麻
の
喩
で
語
り
直
し
て
、
暗
闇
に
蛇
（
所
執
性
）
と
見
誤
っ
た
も
の
は
実
は
縄
（
依
他
性
）
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
縄
も
よ
く
よ
く
見
る
と
麻
（
真
実
性
）
で
拠
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
に
視
覚
化
し
て
い
る(12)。
円
成
を
麻
に
喩
え
る
こ
と
へ
の
厳
密
性
に
は
若
干
問
題
が
残
る
も
の
の
こ
れ
以
後
蛇
縄
麻
の
三
性
喩
は
広
く
用
い
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
喩
え
ら
れ
る
三
性
を
如
何
に
観
察
す
る
か
で
、
唯
識
三
性
観
が
成
立
す
る
。
三
性
の
う
ち
遍
計
は
妄
情
に
よ
っ
て
実
在
す
る
と
執
着
さ
れ
る
虚
妄
法
で
あ
る
の
で
理
と
し
て
は
存
在
し
な
い
情
有
理
無
法
、
依
円
は
識
内
の
諸
法
並
び
に
実
性
で
あ
る
の
で
妄
情
と
し
て
は
存
在
せ
ず
理(13)と
し
て
存
在
す
る
理
有
情
無
法
と
観
察
す
る
。
情
有
理
無
法
を
遠
離
し
、
理
と
し
て
は
存
在
す
る
も
の
の
妄
情
と
し
て
は
無
で
あ
る
依
円
に
つ
い
て
依
他
は
因
縁
生
起
の
法
・
円
成
は
真
実
勝
義
の
法
と
観
ず
る
の
が
三
性
観
で
あ
る
。
も
と
も
と
唯
識
を
如
何
に
観
ず
る
の
か
、『
幽
賛
』
で
は
唯
識
の
観
を
最
も
第
一
と
す
る
。
…
…
「
唯
」
と
い
う
言
は
所
執
の
我
法
は
心
を
離
れ
て
存
在
す
る
こ
と
を
遮
す
た
め
で
あ
り
、「
識
」
と
い
う
言
は
因
縁
・
法
性
は
心
を
離
れ
な
い
こ
と
を
表
す
た
め
で
あ
る
。
…
…
﹇
遍
﹈
計
所
執
性
は
唯
だ
虚
妄
識
、
依
他
起
性
は
唯
だ
世
俗
識
、
円
成
実
性
は
唯
だ
勝
義
識
で
あ
る
。
是
の
故
に
諸
法
は
皆
心
を
離
れ
な
い
。
…
…
今
詳
ら
か
に
聖
教
所
説
の
唯
識
は
無
量
種
あ
る
け
れ
ど
も
五
重
を
過
ぎ
な
い(14)。（﹇
﹈
語
の
補
足
等
を
記
す
。
以
下
同
様
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
虚
妄
識
・
世
俗
識
・
勝
義
識
の
三
性
は
唯
識
と
し
て
の
存
在
を
明
示
し
て
、
こ
れ
に
は
五
重
（
五
段
階
）
が
あ
る
と
し
て
一
々
の
重
の
説
明
に
移
り
、
更
に
は
後
述
し
て
観
の
体
に
慧
の
心
所
を
据
え
て
い
る
。
こ
れ
を
『
義
林
章
』
で
は
、
唯
識
の
「
出
体
門
」
と
し
て
所
観
と
能
観
と
い
う
言
葉
を
示
し
て
観
察
す
る
側
と
観
察
さ
れ
る
側
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
即
ち
、
遍
計
と
依
円
を
観
じ
る
唯
識
三
性
を
如
何
に
修
す
る
の
か
、
五
重
唯
識
と
い
う
具
体
的
な
方
法
と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
修
す
る
た
め
の
能
観
側
と
所
観
側
と
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
を
纏
め
上
げ
て
い
る
。『
義
林
章
』
に
お
け
る
こ
の
操
作
が
後
々
「
五
重
唯
識
観
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
よ
う
に
観
法
と
し
て
の
理
論
化
と
見
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
能
観
の
慧
が
五
つ
の
所
観
の
境
を
観
察
し
て
い
く
道
程
で
、
所
観
と
し
て
は
第
一
重
の
遣
虚
存
実
識
か
ら
捨
濫
留
純
識
・
摂
末
帰
本
識
・
隠
劣
顕
勝
識
を
経
て
第
五
重
の
遣
相
証
性
識
ま
で
の
五
つ
の
段
階
を
修
す
る
方
途
を
提
示
し
て
い
る
。『
義
林
章
』「
唯
識
義
林
」
に
は
能
観
に
つ
い
て
、
能
観
唯
識
は
別
境
の
慧
を
自
体
と
す
る
。
…
…
今
は
且
く
名
称
に
よ
る
な
ら
ば
﹇
能
﹈
観
の
体
は
慧
で
あ
る
。
無
性
が
又
言
う
に
は
唯
識
﹇
観
﹈
は
現
観
智
で
あ
る
、
（ 16 ）
又
三
摩
呬
多
に
由
る
、
無
顚
倒
智
だ
か
ら
で
あ
る
。
但
、
定
中
に
起
こ
す
智
を
観
の
体
と
す
る
の
で
あ
る
。﹇
四
﹈
尋
思
等
の
勝
れ
た
唯
識
観
を
お
こ
な
う
の
は
必
ず
定
﹇
中
﹈
に
い
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
止
を
観
の
体
と
言
わ
な
い
。
…
…
別
に
顕
ら
か
に
す
れ
ば
、
略
し
て
二
位
が
あ
る
一
つ
に
は
因
﹇
位
﹈、
二
つ
に
は
果
﹇
位
﹈、
因
﹇
位
﹈
は
三
慧
に
通
じ
る
。
唯
だ
有
漏
だ
か
ら
で
あ
る
。
聞
・
思
・
修
所
成
の
慧
を
観
の
体
と
す
る
。
明
確
に
簡
択
す
る
こ
と
が
性
質
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
…
…
果
﹇
位
﹈
は
唯
だ
無
漏
の
み
で
あ
る
。
修
所
成
の
慧
を
観
の
体
と
す
る
。
正
智
と
後
所
得
智
に
通
じ
て
自
体
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
…
…
総
合
的
に
唯
識
と
言
え
ば
能
所
観
に
通
じ
、
唯
識
観
と
言
え
ば
唯
だ
能
﹇
観
﹈
の
み
で
所
﹇
観
﹈
で
は
な
い
。﹇
何
故
な
ら
﹈
有
無
漏
に
通
じ
、
散
及
び
定
に
通
じ
、
聞
・
思
・
修
と
加
行
・
根
本
・
後
得
の
三
智
を
自
体
と
す
る
か
ら
で
あ
る(15)。
と
述
べ
て
い
る
。
唯
識
を
観
じ
て
い
く
能
観
と
は
基
本
的
（
散
地
）
に
は
別
境
の
慧
心
所
を
本
体
と
す
る
が
、
禅
定
中
に
は
智
を
本
体
と
も
す
る
の
で
あ
る
、
故
に
因
位
（
資
量
位
〜
修
道
位
）
に
お
い
て
は
三
慧
三
智
が
能
観
の
体
と
な
っ
て
く
る
と
い
う
。
修
行
階
位
の
各
位
で
は
有
漏
無
漏
等
心
の
作
用
が
異
な
る
こ
と
か
ら
種
々
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
何
を
対
象
と
す
る
の
か
で
、
五
重
の
対
象
の
段
階
を
説
く
こ
と
と
な
る
。『
義
林
章
』
で
は
、
こ
れ
が
所
観
の
対
象
と
し
て
は
有
為
無
為
の
一
切
法
と
な
る
け
れ
ど
も
略
し
て
五
重
に
な
る
と
い
い
、
以
下
の
よ
う
に
五
重
を
説
い
て
い
る
。
一
つ
に
は
遣
虚
存
實
識
。
遍
計
所
執
は
唯
だ
虚
妄
よ
り
起
こ
り
都
て
本
体
と
作
用
は
無
い
と
観
じ
、
情
有
理
無
の
故
に
正
し
く
空
で
あ
る
と
排
除
す
る
。
依
他
と
円
成
と
は
諸
法
の
体
相
・
実
性
で
あ
り
、
二
智
の
境
界
で
あ
る
と
観
じ
、
理
有
情
無
の
故
に
正
し
く
有
（
存
在
す
る
も
の
）
と
﹇
し
て
﹈
存
（
存
在
）
す
る
。
…
…
無
始
以
来
我
法
に
執
着
し
て
有
と
し
、
事
理
を
撥
し
て
空
と
す
る
。
此
の
観
の
中
で
は
「
遣
」
と
は
空
観
に
よ
り
有
執
を
破
す
こ
と
で
、「
存
」
と
は
有
観
に
よ
り
空
執
を
排
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今
、
空
と
有
と
を
観
じ
て
有
と
空
と
を
排
除
す
る
。
有
と
空
と
が
も
し
無
け
れ
ば
亦
空
と
有
も
無
い
。
空
と
有
と
を
相
対
さ
せ
て
観
﹇
法
﹈
が
成
立
す
る
。
純
粋
に
有
・
空
で
あ
れ
ば
何
が
い
っ
た
い
空
・
有
で
あ
ろ
う
か
。
離
言
法
性
に
証
入
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
当
然
こ
の
方
便
に
よ
っ
て
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
要
ず
空
と
観
じ
て
真
実
を
証
す
る
と
説
く
の
は
、
要
ず
遍
計
所
執
の
空
を
観
じ
て
真
実
性
に
入
る
こ
と
で
あ
る
。
…
…
此
の
「
唯
識
」
の
言
は
既
に
所
執
を
遮
す
。
も
し
諸
識
は
「
唯
」
の
み
で
あ
る
と
執
着
す
る
な
ら
ば
既
に
こ
れ
は
所
執
で
あ
る
と
し
て
除
遣
（
排
除
）
す
べ
き
で
あ
る
。
此
の
最
初
門
の
所
観
唯
識
は
一
切
位
に
思
量
し
修
証
す
る
も
の
で
あ
る(16)。
と
述
べ
て
い
る
。
初
重
は
、
端
的
に
言
え
ば
三
性
の
う
ち
遍
計
は
情
有
理
無
の
虚
妄
法
で
あ
る
か
ら
空
じ
、
依
円
は
理
有
情
無
で
諸
法
の
体
・
実
で
あ
る
か
ら
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
虚
妄
法
と
は
有
空
増
益
損
減
の
遍
計
所
執
で
あ
る
の
で
こ
こ
で
排
し
て
い
る
。
た
だ
妄
執
は
、
有
へ
の
執
着
と
空
へ
の
執
着
と
捉
え
ら
れ
る
た
め
に
各
々
空
観
に
よ
り
有
執
を
破
す
「
遣
虚
」
と
有
観
に
よ
り
空
執
を
排
す
「
存
実
」
と
に
区
別
も
さ
れ
て
い
る(17)。
初
重
に
よ
っ
て
遍
計
が
除
遣
さ
れ
存
さ
れ
た
の
が
依
円
で
あ
る
も
の
の
一
切
位
の
因
位
に
お
い
て
思
量
し
見
道
以
降
に
修
証
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
一
切
位
の
各
々
で
存
さ
れ
た
依
円
の
う
ち
依
他
法
が
区
別
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
第
二
重
捨
濫
留
純
識
か
ら
第
四
重
隠
劣
顕
勝
識
の
段
階
で
あ
る
。
外
界
を
非
存
在
で
あ
る
と
し
て
遮
し
た
後
に
は
存
在
す
る
も
の
と
し
て
内
な
る
識
の
み
が
認
め
ら
れ
、
依
他
で
あ
る
識
に
は
内
境
（
相
分
）
と
心
（
見
分
・
自
証
分
・
証
自
証
分
）
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
二
つ
に
は
捨
濫
留
純
識
。
事
・
理
は
皆
識
を
離
れ
な
い
と
観
察
す
る
け
れ
ど
も
、
此
の
内
識
に
は
認
識
対
象
（
境
）
と
認
識
主
体
（
心
）
と
が
あ
る
。
心
が
起
こ
る
こ
と
（ 17 ）
は
必
ず
内
境
に
託
し
て
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
但
、
識
に
の
み
「
唯
」
と
言
い
「
唯
境
」
と
は
言
わ
な
い
。『
成
唯
識
﹇
論
﹈』
に
「
識
は
唯
だ
内
に
の
み
あ
り
境
は
外
に
も
通
じ
る
、
外
と
濫
れ
ん
こ
と
を
お
そ
れ
る
か
ら
唯
だ
識
の
み
と
い
う
の
で
あ
る
…
…
」
と
。﹇
即
ち
﹈
境
に
は
濫
が
あ
る
こ
と
に
由
っ
て
﹇
こ
れ
を
﹈
捨
て
て
「
唯
」
と
は
称
し
な
い
。
心
体
は
既
に
純
で
あ
る
の
で
﹇
こ
れ
を
﹈
留
め
て
「
唯
識
」
と
説
く(18)。
と
、
識
内
の
相
分
は
境
の
あ
り
よ
う
を
示
し
て
外
界
に
あ
る
よ
う
に
執
着
さ
れ
て
濫
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
こ
れ
を
捨
て
て
心
を
留
め
る
段
階
、
即
ち
濫
れ
る
境
（
依
他
の
相
分
上
に
我
法
の
遍
計
を
帯
す
る
）
を
捨
て
て
純
な
る
心
を
留
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
留
め
ら
れ
た
心
に
つ
い
て
は
本
末
に
区
分
さ
れ
三
つ
に
は
攝
末
歸
本
識
。
心
内
の
所
取
（
認
識
さ
れ
る
も
の
）
の
境
界
は
顯
然
と
し
て
い
る
。
内
の
能
取
（
認
識
す
る
も
の
）
の
心
作
用
も
亦
同
様
で
あ
る
。
此
の
見
相
分
（
認
識
す
る
・
さ
れ
る
作
用
）
は
俱
に
識
に
依
っ
て
存
在
し
て
い
る
。
識
自
体
の
本
を
離
れ
れ
ば
、
末
の
法
は
必
ず
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
…
…
相
見
の
末
を
摂
し
て
識
の
本
に
帰
着
す
る
か
ら
で
あ
る(19)。
と
、
識
内
の
心
に
は
識
体
で
あ
る
自
証
分
と
認
識
が
生
じ
る
見
分
・
相
分
（
能
取
・
所
取
）
と
の
本
と
末
と
が
あ
る
。
能
変
の
自
証
分
に
よ
っ
て
所
変
の
見
相
二
分
が
変
現
す
る
た
め
、
末
な
る
も
の
を
摂
め
て
本
に
帰
着
さ
せ
唯
識
を
観
じ
る
段
階
で
あ
る
。
帰
着
さ
せ
た
自
証
分
に
は
心
王
・
心
所
が
存
在
す
る
。
こ
れ
を
四
つ
に
は
隠
劣
顯
勝
識
。
心
・
心
所
は
俱
に
変
現
す
る
け
れ
ど
も
、
但
だ
「
唯
心
」
と
説
き
「
唯
心
所
」
と
説
か
な
の
は
、
心
王
の
体
は
勝
れ
、
心
所
は
そ
れ
に
比
べ
て
劣
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
勝
れ
た
も
の
に
依
っ
て
生
じ
て
い
る
の
で
、
劣
を
隠
し
て
彰
さ
な
い
。
唯
だ
勝
法
の
み
を
顕
わ
す
も
の
で
あ
る
。
…
…
心
﹇
王
﹈
の
自
体
﹇
分
﹈
が
変
現
し
て
見
相
の
二
﹇
分
﹈
に
似
現
す
る
。﹇
同
様
に
﹈
貪
信
等
心
所
も
変
現
し
て
﹇
貪
信
等
の
﹈
見
相
﹇
分
﹈
に
似
て
現
れ
る
け
れ
ど
も
心
﹇
王
﹈
は
勝
れ
て
い
る
故
に
心
﹇
王
﹈
は
二
﹇
分
﹈
に
似
る
と
説
く
。
心
所
は
劣
な
の
で
隠
し
て
説
か
な
い(20)。
と
述
べ
て
い
る
。
自
証
分
に
は
心
王
の
自
証
分
と
心
所
の
自
証
分
と
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
因
能
変
に
よ
っ
て
自
証
分
か
ら
見
相
二
分
が
変
現
し
て
各
々
に
お
い
て
認
識
が
生
じ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
中
心
と
な
る
働
き
を
す
る
心
王
と
付
随
的
働
き
を
す
る
心
所
と
で
は
後
者
を
隠
し
て
顕
わ
れ
て
い
る
前
者
を
観
察
す
る
段
階
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
で
遍
計
を
遣
虚
し
存
実
し
た
依
他
を
捨
留
・
摂
末
・
隠
顕
し
て
自
ら
の
心
王
ま
で
対
象
を
専
注
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
後
、
存
実
し
て
い
た
円
成
を
加
え
た
依
円
の
関
係
性
に
入
る
の
が
第
五
重
で
あ
る
。
五
つ
に
は
遣
相
證
性
識
。「
識
」
と
い
う
こ
と
ば
に
は
理
（
円
成
）
事
（
依
他
）
が
存
す
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
事
法
は
相
用
（
す
が
た
・
は
た
ら
き
）
で
あ
る
の
で
遮
し
、
理
法
は
性
体
（
本
性
・
本
体
）
で
あ
る
の
で
覚
り
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
…
…
『
摂
論
頌
』
に
は
「
縄
を
蛇
と
思
う
。
縄
を
見
る
時
は
蛇
の
思
い
は
無
い
。
縄
を
証
見
す
る
時
は
蛇
の
認
識
は
誤
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
」
と
。
此
の
所
説
は
、
縄
覚
を
起
こ
す
時
に
蛇
覚
を
遮
す
こ
と
は
依
他
を
観
じ
て
所
執
覚
を
遮
す
こ
と
に
喩
え
て
い
る
。
縄
を
構
成
し
て
い
る
も
の
を
見
て
縄
覚
を
遮
す
こ
と
は
円
成
を
見
て
依
他
覚
を
遮
す
こ
と
に
喩
え
て
い
る
。
此
の
意
味
は
次
の
こ
と
を
顕
し
て
い
る
。
所
遣
の
二
覚
は
依
他
起
性
で
、
染
分
を
断
じ
る
た
め
で
あ
る
。
所
執
の
実
蛇
実
縄
の
我
法
と
は
当
情
で
は
な
い
。
依
他
に
対
し
遮
す
る
と
称
し
て
も
互
い
に
﹇
遍
計
の
よ
う
に
﹈
除
遣
す
る
も
の
で
は
な
い
。
蛇
は
妄
﹇
情
﹈
に
由
っ
て
起
こ
る
の
で
本
体
も
作
用
も
無
い
。
縄
は
麻
に
拠
っ
て
生
じ
る
の
で
仮
の
作
用
は
あ
る
。
麻
を
真
理
に
譬
え
、
縄
を
依
他
に
喩
え
る
。
縄
と
麻
の
本
体
と
作
用
を
知
れ
ば
蛇
情
は
自
ず
か
ら
滅
す
る
。
蛇
情
が
滅
す
る
か
ら
蛇
情
は
当
情
と
な
ら
ず
所
執
を
遮
す
。
…
…
真
観
（
実
証
観
）
を
証
す
（ 18 ）
る
段
階
で
は
真
理
を
照
し
て
（
根
本
智
が
真
如
理
を
証
し
）
俗
事
が
彰
わ
れ
る
（
後
得
智
が
依
他
を
了
す
）。﹇
根
本
・
後
得
二
智
の
認
識
対
象
で
あ
る
﹈
理
・
事
が
彰
わ
れ
れ
ば
我
法
﹇
の
二
執
﹈
は
自
然
と
滅
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
一
重
（
一
切
位
に
亘
る
）
所
観
の
本
体
で
あ
る(21)。
と
述
べ
て
い
る
。
存
さ
れ
た
心
王
（
自
証
分
）
に
お
い
て
事
理
が
あ
り
、
相
用
の
事
は
依
他
で
性
体
の
理
は
円
成
で
あ
る
の
で
前
者
は
遮
し
後
者
に
つ
い
て
唯
識
の
理
を
観
じ
証
す
る
の
が
こ
の
重
で
あ
る
。
既
述
の
蛇
縄
麻
の
譬
喩
の
通
り
縄
（
依
他
）
を
見
て
蛇
（
遍
計
）
の
認
識
を
排
し
麻
（
円
成
）
を
見
て
縄
の
認
識
を
排
し
て
い
く
段
階
で
あ
る
。
所
観
の
対
象
と
し
て
の
有
為
無
為
・
有
漏
無
漏
の
一
切
法
か
ら
観
察
対
象
は
遍
計
を
遣
虚
し
て
依
他
の
二
法
を
相
い
対
さ
せ
て
順
に
絞
り
込
ん
で
ゆ
き
最
終
位
で
は
自
己
の
心
内
に
お
い
て
依
円
を
相
い
対
し
て
依
他
を
遣
相
し
て
円
成
（
識
実
性
と
し
て
の
真
如
無
為
）
を
証
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
五
つ
の
段
階
の
観
法
を
樹
立
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
基
は
五
重
唯
識
を
説
示
し
て
い
る
。
三
『尋
思
鈔
』
袞
成
立
と
諸
本
五
重
唯
識
に
代
表
さ
れ
る
唯
識
観
は
、『
義
林
章
』「
唯
識
義
林
」
に
よ
り
能
所
観
を
出
体
門
と
す
る
中
で
体
系
的
に
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
善
珠
（
七
二
三
〜
七
九
七
）
の
『
大
乗
法
苑
義
林
章
義
鏡
』（『
義
鏡
』）
以
外
現
存
す
る
註
釈
書
は
な
く
、『
義
鏡
』
に
も
当
該
箇
所
は
現
存
し
て
い
な
い
。
僅
か
に
平
安
時
代
の
「
唯
識
義
林
」
註
釈
書
と
し
て
観
理
（
八
九
五
〜
九
七
四
)・
真
興
（
九
三
四
〜
一
〇
〇
四
）
の
『
唯
識
義
私
記
』
が
現
存
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
鎌
倉
期
、
貞
慶
は
教
学
上
の
先
学
と
し
て
祖
父
師
蔵
俊
（
一
一
〇
四
〜
一
一
八
〇
）
を
導
き
手
と
し
て
よ
く
引
文
し
て
お
り
、
彼
以
外
に
善
珠
・
真
興
等
も
尊
重
し
て
い
て
、
善
珠
・
真
興
・
蔵
俊
た
ち
が
貞
慶
の
唯
識
学
・
因
明
学
の
教
学
形
成
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
貞
慶
は
応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
八
歳
で
南
都
下
向
後
蔵
俊
の
室
に
入
り
、
叔
父
覚
憲
（
一
一
三
一
〜
一
二
一
二
）
の
下
で
も
学
び
始
め
、
永
万
元
年
（
一
一
六
五
）
十
一
歳
で
出
家
授
戒
後
、
僧
綱
職
を
め
ざ
す
僧
侶
人
生
を
歩
み
始
め
て
い
る
。
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
に
維
摩
会
竪
義
を
受
け
得
業
と
な
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、
同
二
年
よ
り
二
年
続
け
て
法
勝
寺
御
八
講
問
者
、
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
維
摩
会
講
師
、
同
三
年
法
勝
寺
御
八
講
講
師
、
同
五
年
最
勝
講
講
師
・
法
成
寺
御
八
講
竪
義
、
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
最
勝
講
講
師
・
法
勝
寺
御
八
講
講
師
等
を
勤
め
る
な
ど
着
実
に
僧
界
で
の
地
歩
を
築
い
て
い
た
が
、
次
第
に
世
の
無
常
を
厭
う
あ
ま
り
益
々
仏
道
実
践
に
励
む
思
い
が
強
く
な
り
、
つ
い
に
無
常
を
厭
い
栄
達
を
志
向
し
な
い
等
か
ら
笠
置
へ
遁
世
し
た
の
が
建
久
四
年
（
一
一
九
三
)・
永
蟄
居
が
同
五
年(22)で
あ
る
。
笠
置
で
は
寿
永
元
年
に
書
写
を
発
願
し
た
『
大
般
若
経
』
を
収
納
し
た
般
若
台
に
あ
る
草
庵
を
中
心
と
し
て
『
講
式
』
等
を
作
成
し
た
り
同
朋
た
ち
と
談
義
を
行
っ
た
り
し
て
お
り
、
程
な
く
し
て
蔵
俊
の
論
義
書
『
菩
提
院
抄
』『
変
旧
抄
』
を
規
範
と
し
な
が
ら
貞
慶
自
身
の
論
義
書
を
作
成
し
て
い
く
の
が
、
建
久
八
年
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
、
去
建
久
八
年
丁
巳
閏
六
月
廿
八
日
就
唯
識
論
聊
企
愚
／
抄
。
本
无
徴
功
、
隨
又
廃
亡
。
漸
送
四
年
、
无
何
緩
怠
。
但
同
／
門
良
公
常
登
臨
之
間
、
粗
示
予
愚
、
悉
令
抄
本
書
大
意
。
即
摩
／
尼
抄
一
部
三
十
二
巻
。
去
冬
之
末
今
春
之
始
五
十
日
餘
日
、
与
両
三
人
談
巻
〃
大
事
、
馳
筆
記
七
十
餘
条
了
。
自
六
月
一
日
／
至
九
月
上
旬
首
尾
百
日
許
、
重
継
先
度
余
淺
。
其
以
就
／
故
上
綱
及ママ
舊
抄
等
取
略
拾
。
亦
始
第
二
巻
終
第
一
巻
。
令
□
□
巻
於
本
文
者
別
抄
之
。
…
…
于
／
時
建
仁
元
年
辛
酉
秋
九
月
十
一
日
、
於
笠
置
山
般
若
臺
／
草
菴
記
之
。
沙
門
釈
貞
慶(23)（
本
稿
で
は
句
読
点
の
み
を
付
し
て
お
く
、
以
（ 19 ）
下
同
様
）
去
る
こ
と
建
久
八
年
丁
巳
閏
六
月
二
十
八
日
、『﹇
成
﹈
唯
識
論
』
に
つ
い
て
少
々
愚
抄
の
作
成
を
計
画
し
た
。﹇
し
か
し
﹈
少
し
の
進
展
も
な
く
そ
の
ま
ま
に
し
て
漸
く
四
年
を
送
っ
て
し
ま
っ
た
。﹇
こ
れ
に
は
﹈
ど
う
し
て
緩
怠
が
な
か
ろ
う
か
。
但
し
同
門
の
良
算
が
常
に
﹇
笠
置
ま
で
﹈
登
っ
て
会
い
に
来
て
い
る
間
に
、
ほ
ぼ
わ
た
し
の
考
え
を
示
し
本
書
（
愚
抄
）
の
大
意
を
抄
さ
せ
た
。﹇
こ
れ
が
﹈『
摩
尼
抄
』
一
部
三
十
二
巻
で
あ
る
。
前
の
冬
の
末
よ
り
今
春
の
初
め
の
五
十
余
日
間
、
二
・
三
人
と
各
巻
の
重
要
部
分
を
談
じ
て
執
筆
し
七
十
余
条
を
記
し
た
。
六
月
一
日
よ
り
九
月
上
旬
に
至
る
百
日
ば
か
り
、
再
び
先
に
記
し
た
以
外
の
残
り
の
部
分
を
継
承
し
て
い
る
。
そ
れ
は
故
上
綱
（
蔵
俊
）
の
『
変
旧
抄
』
等
に
つ
い
て
取
略
し
た
。
亦
、
第
二
巻
よ
り
始
め
て
第
一
巻
で
終
わ
る
。
□
□
巻
、
本
文
に
対
し
て
別
に
抄
し
た
も
の
で
あ
る
。
…
…
建
仁
元
年
辛
酉
秋
九
月
十
一
日
笠
置
山
般
若
台
草
庵
に
て
こ
れ
を
記
す
。
沙
門
釈
貞
慶
。
と
『
尋
思
鈔
』
巻
一
に
あ
る
。
も
と
も
と
貞
慶
は
笠
置
に
入
っ
て
四
年
程
経
た
建
久
八
年
閏
六
月
二
十
八
日
（
一
一
九
七
年
八
月
一
三
日
）
に
『
成
唯
識
論
』
に
関
す
る
論
義
を
ま
と
め
た
抄
物
を
企
て
た
が
早
く
も
四
年
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
た
だ
そ
の
間
に
も
覚
憲
門
下
同
門
の
良
算
（
〜
一
一
九
四
〜
一
二
一
七
〜
）
が
度
々
尋
ね
て
来
て
い
た
の
で
、
か
ね
て
か
ら
暖
め
て
い
た
構
想
を
話
し
て
彼
に
『
摩
尼
抄
』
を
作
ら
せ
て
い
る
。
そ
し
て
跋
文
を
記
す
前
年
の
冬
（
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
））
の
末
よ
り
今
春
（
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
））
の
初
め
ま
で
の
五
十
日
程
か
け
て
二
〜
三
人
の
弟
子
と
『
成
唯
識
論
』
の
重
要
な
問
題
を
談
じ
て
七
十
余
条
の
抄
物
を
作
成
し
た
、
と
い
う
。
更
に
残
さ
れ
た
論
題
に
も
検
討
を
加
え
る
べ
く
同
年
六
月
一
日
よ
り
九
月
上
旬
ま
で
の
百
日
か
け
て
蔵
俊
の
『
変
旧
抄
』
を
取
略
し
て
抄
物
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
こ
で
『
尋
思
鈔
』
が
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
跋
文
を
記
し
た
建
仁
元
年
九
月
十
一
日
（
一
二
〇
一
年
一
〇
月
九
日
）
と
言
え
よ
う
。『
尋
思
鈔
』
の
う
ち
前
者
は
内
表
紙
の
書
名
下
に
「
別
」（
例
え
ば
「
論
第
一
巻
尋
思
鈔
別
」）
と
付
し
、
付
し
て
い
な
い
後
者
と
区
別
を
し
て
、
後
々
に
良
算
が
引
用
等
の
際
に
は
『
尋
思
別
要
』
と
称
し
て
お
り
、
室
町
期
頃
に
は
後
者
を
『
尋
思
通
要
』
と
称
し
て
「
別
要
」「
通
要
」
の
区
別
が
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
貞
慶
に
は
『
尋
思
鈔
』
作
成
の
た
め
に
予
め
良
算
に
『
摩
尼
抄
』
を
作
成
さ
せ
た
以
外
に
、
資
料
集
的
意
味
合
い
を
持
ち
必
要
引
用
文
を
集
め
た
『
成
唯
識
論
本
文
抄
』（『
本
文
抄
』）
も
作
成
さ
せ
た
と
す
る
新
た
な
見
解(24)も
出
て
い
る
。
こ
の
『
摩
尼
抄
』・
『本
文
抄
』
と
前
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、『
尋
思
鈔
』
作
成
を
思
い
立
ち
作
成
ま
で
の
間
は
、
そ
の
準
備
と
し
て
弟
子
達
と
教
学
談
義
を
重
ね
て
い
た
と
見
ら
れ
、
建
久
九
年
〜
同
十
年
（
一
一
九
九
）
良
算
を
筆
記
者
と
し
た
談
義
書
『
般
若
臺
談
抄
』
を
作
成
し
て
い
て
、
一
部
分
が
現
存
し
て
い
る(25)。
こ
の
よ
う
に
笠
置
遁
世
期
に
『
尋
思
鈔
』
が
作
成
さ
れ
、
五
重
唯
識
に
関
し
て
言
及
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
著
作
年
代
は
不
詳
な
も
の
の
同
じ
笠
置
時
期
の
他
著
書
袞
初
心
者
の
た
め
の
唯
識
教
義
を
説
く
『
法
相
宗
初
心
略
要
』・
唯
識
の
心
要
を
八
門
か
ら
説
く
『
心
要
鈔
』・
簡
便
に
一
心
を
観
察
す
る
方
法
を
説
く
『
勧
誘
同
法
記
』
袞
に
も
唯
識
観
等
に
触
れ
て
い
る
。
但
し
各
々
の
撰
述
意
図
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
五
重
唯
識
の
短
釈
と
違
っ
て
註
釈
で
は
な
い
。
正
治
二
年
か
ら
建
仁
元
年
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
『
尋
思
鈔
』
は
そ
の
後
書
写
を
繰
り
返
し
て
諸
本
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
広
く
紹
介
さ
れ
出
し
た
の
は
古
く
は
な
い
。
漸
く
戦
前
に
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
に
橋
本
凝
胤
氏
の
記
載
で
「
法
隆
寺
本
・
深
草
真
福
寺
本(26)」
の
名
が
出
る
も
の
の
、
戦
後
に
結
城
令
聞
氏
の
『
唯
識
学
典
籍
志
』
で
は
「
大
谷
大
学
・
龍
谷
大
学(27)」
の
所
在
の
み
記
さ
れ
、『
国
書
総
目
録(28)』
及
び
国
文
学
研
究
資
料
館
『
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス(29)』
に
お
い
て
大
谷
大
学
・
龍
谷
大
学
等
々
が
多
数
揭
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
目
録
か
ら
は
龍
大
本
・
大
谷
大
本
以
外
は
何
れ
も
数
帖
（ 20 ）
分
し
か
存
在
し
て
お
ら
ず(30)、
今
日
完
本
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
る
程
度
巻
数
が
揃
っ
て
現
存
し
て
い
る
写
本
に
は
、
龍
谷
大
学
所
蔵
の
十
五
冊
本
（
清
兼
本
旧
浄
光
寺
蔵
)・
十
二
冊
本
（
慧
剣
・
遊
林
本
）、
大
谷
大
学
所
蔵
の
十
八
冊
本
（
清
兼
本
)・
九
冊
本
（
慧
剣
・
教
山
・
遊
林
本
)・
五
冊
本
（
慧
剣
・
遊
林
本
）、
身
延
山
大
学
所
蔵
の
十
八
冊
本
（
清
兼
本
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
別
要
」
は
龍
大
十
五
冊
本
・
谷
大
十
八
冊
本
・
身
延
山
大
十
八
冊
本
の
三
本
、「
通
要
」
は
龍
大
十
二
冊
本
・
谷
大
九
冊
本
五
冊
本
の
三
本
と
な
る
。
こ
れ
以
外
に
「
別
要
」
に
仏
教
大
学
所
蔵
四
冊
本
（
三
巻
六
巻
八
巻
十
巻
）
が
あ
る
。
存
闕
は
仏
大
本
以
外
の
「
別
要
」
は
何
れ
も
巻
五
・
巻
九
が
闕
巻
で
あ
り
、﹇
通
要
﹈
は
巻
三
・
巻
四
・
巻
七
・
巻
八
・
巻
十
が
闕
巻
（
部
分
的
闕
含
む
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
単
巻
の
み
存
在
し
て
い
る
書
も
あ
る
た
め
原
本
か
ら
ど
こ
か
の
書
写
段
階
で
散
逸
や
分
散
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
但
、
子
細
に
見
る
と
「
別
要
」
の
中
に
も
「
通
要
」
部
分
を
含
ん
で
い
た
り
、
そ
の
逆
も
あ
る
な
ど
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
も
あ
り
各
冊
本
は
完
全
に
区
分
け
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
書
写
段
階
で
「
通
要
」「
別
要
」
と
が
混
同
し
て
同
じ
所
に
存
在
す
る
等
ど
こ
か
で
一
緒
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
『
尋
思
鈔
』
全
体
の
関
係
は
別
に
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
で
あ
ろ
う
。
各
冊
本
に
あ
る
「
通
要
」
と
「
別
要
」
と
は
上
記
跋
文
の
通
り
、
先
に
作
成
さ
れ
も
の
が
「
別
要
」、
そ
の
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
が
「
通
要
」
で
あ
り
、
暫
定
的
で
あ
る
が
「
別
要
」
に
は
問
答
形
式
の
中
に
貞
慶
を
さ
す
「
末
云
」
が
記
さ
れ
、「
通
要
」
に
は
蔵
俊
を
さ
す
「
本
云
」
と
貞
慶
の
「
末
云
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
例
え
ば
「
所
縁
行
相
段
」
と
言
う
よ
う
に
「
○
○
○
段
」
と
表
題
が
あ
る
も
の
は
概
ね
「
通
要
」
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
更
に
こ
れ
と
は
別
に
『
尋
思
鈔
欤
』
と
記
さ
れ
る
経
論
引
用
か
ら
な
る
問
答
形
式
の
書
も
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
上
記
の
各
冊
数
本
の
中
に
は
「
別
」
と
記
し
て
い
て
も
「
通
要
」
と
思
わ
れ
た
り
、
そ
の
逆
で
あ
っ
て
も
「
別
要
」
か
も
知
れ
な
か
っ
た
り
、
同
冊
内
で
も
論
題
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
更
に
も
う
一
言
述
べ
れ
ば
、
龍
大
十
五
冊
本
・
谷
大
十
八
冊
本
・
身
延
山
大
十
八
冊
本
・
仏
大
四
冊
本
の
「
別
要
」
は
何
れ
も
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
七
月
清
兼
擬
講
が
別
人
物
に
書
写
さ
せ
た
写
本
の
転
写
本
で
あ
り
、
若
干
の
字
句
の
相
違
の
み
で
内
容
は
異
な
ら
ず
、
転
写
本
の
姉
妹
本
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
谷
大
五
冊
本
九
冊
本
・
龍
大
十
二
冊
本
の
「
通
要
」
を
見
る
と
、
そ
の
内
表
紙
・
奥
書
等
か
ら
以
下
の
通
り
複
数
の
転
写
を
経
て
い
る
（
転
写
奥
書
等
を
記
す
が
、
本
奥
書
し
か
な
い
も
の
は
そ
れ
を
記
す
。
合
冊
さ
れ
て
い
る
場
合
は
各
帖
ご
と
に
記
す(31)）。
○
大
谷
大
学
五
冊
本
①
第
一
巻
（
四
帖
之
内
第
一
）
無
し
・
第
一
巻
（
七
帖
内
第
五
）：
弘
安
九
年
丙
戌
十
一
月
二
日
書
写
畢
／
快
嚴
・
第
一
巻
（
七
帖
内
第
七
）：
于
時
建
仁
元
年
辛
／
酉
秋
九
月
十
一
日
於
笠
置
般
若
／
䑓
草
菴
記
入
沙
門
貞
慶
／
建
永
二
年
四
月
十
三
日
書
写
此
巻
愚
意
之
趣
偏
同
／
上
人
之
発
願
配
法
印
權
大
僧
都
筆
／
弘
安
九
年
丙
戌
十
一
月
十
二
日
快
嚴
②
第
二
巻
（
二
帖
内
第
二
）：
弘
安
十
年
丁
卯
七
月
十
八
日
書
写
之
／
執
筆
快
嚴
・
第
二
巻
（
三
帖
之
内
第
三
）：
無
し
③
第
五
巻
（
二
帖
内
／
第
一
）
貞
永
元
年
壬
辰
五
月
十
二
日
巳
尅
許
書
畢
／
願
以
此
功
為
當
来
世
々
見
佛
聞
法
之
縁
矣
／
法
隆
寺
沙
門
澄
筭
／
傳
領
信
遍
・
第
五
巻
（
六
帖
之
内
第
六
）：
無
し
・
第
六
巻
（
三
帖
内
第
一
）：
無
し
④
第
九
巻
（
四
帖
之
内
上
）：
二
種
姓
段
延
應
元
年
己
／
亥
四
月
廿
六
日
書
冩
／
此
偏
佛
法
興
隆
修
学
不
退
也
／
願
以
此
功
徳
弥
勒
出
生
生
空
賢
〳
〵
／
生
年
廿
六
歳
如
形
注
之
畢
／
法
隆
寺
西
南
院
貞
忠
／
于
時
應
永
十
年
癸
／
未
二
月
廿
五
日
買
得
畢
／
阿
弥
陀
院
住
／
清
祐
、
建
長
元
年
己
酉
卯
月
九
日
於
法
隆
寺
／
西
薗
院
生
年
廾
四
歳
之
時
書
寫
畢
／
法
隆
同
寺
沙
門
尊
心
／
改
名
隆
印
／
実
カ
、
文
化
第
十
歳
次
癸
酉
初
秋
上
澣
六
日
従
法
隆
寺
大
／
経
藏
傳
受
眞
本
書
写
之
釈
慧
劍
遊
琳
仝
写
・
第
九
巻
二
種
姓
段
（
建
長
元
（ 21 ）
年
己
／
酉
卯
月
日
儲
之
／
大
経
蔵
）
⑤
本
ノ
マ
仭
／
尋
思
抄
欤
：
無
し
・
本
ノ
マ
仭
／
尋
思
抄
欤
：
弘
安
九
年
丙
戌
五
月
三
日
書
写
畢
／
執
筆
快
嚴
、
文
化
十
癸
酉
年
七
月
廾
八
日
寫
之
此
抄
／
恐
應
号
尋
思
別
要
之
書
焉
悉
以
越
後
州
／
德
龍
寮
司
之
本
写
之
釈
遊
琳
○
大
谷
大
学
九
冊
本
①
第
一
巻
（
四
帖
之
内
第
一
）：
文
化
第
十
癸
酉
六
月
廿
五
日
写
功
了
釋
慧
劍
・
第
一
巻
（
七
帖
内
第
五
）：
文
化
第
十
癸
／
酉
六
月
二
十
日
書
写
功
了
／
湖
東
玉
緒
山
釋
慧
劍
②
第
一
巻
：
維
時
文
化
十
癸
酉
六
月
廿
八
日
在
平
安
偶
舎
写
此
一
巻
／
畢
釈
氏
教
山
・
第
五
巻
（
六
帖
之
内
第
六
）：
文
化
十
年
癸
／
酉
六
月
廿
一
日
於
平
安
偶
舎
／
此
一
巻
拜
写
畢
／
沙
門
教
山
③
第
一
巻
（
七
帖
内
第
七
）：
建
永
二
年
四
月
十
三
日
書
寫
此
巻
愚
意
之
趣
偏
同
／
上
人
之
発
願
而
已
法
印
權
大
僧
都
筆
／
弘
安
九
年
丙
／
戌
十
一
月
十
二
日
快
嚴
、
文
化
十
癸
／
酉
六
月
十
八
夜
戌
尅
悪
筆
遊
林
・
第
二
巻
（
三
帖
之
内
第
三
）：
文
化
十
歳
次
癸
酉
六
月
中
澣
之
一
正
午
時
／
写
此
一
巻
亜
／
惡
筆
遊
林
④
第
二
巻
（
二
帖
内
第
二
）：
文
化
第
十
癸
／
酉
六
月
十
七
日
写
功
了
／
釋
慧
劍
⑤
第
五
巻
（
二
帖
内
／
第
一
）：
文
化
歳
次
癸
酉
後
夏
中
澣
第
五
日
正
申
時
／
写
此
一
冊
亜
／
禿
筆
遊
林
⑥
第
六
巻
（
三
帖
内
第
一
）：
維
時
文
化
十
癸
酉
七
月
上
旬
第
四
日
於
平
安
偶
舎
／
斯
一
巻
写
功
訖
／
釋
氏
教
山
⑦
第
九
巻
（
四
帖
之
内
上
）：
文
化
十
癸
／
酉
七
月
二
日
辰
半
尅
書
畢
沙
弥
遊
林
⑧
第
九
巻
（
建
長
元
年
己
／
酉
夘
月
日
儲
之
）：
建
長
元
年
己
／
酉
卯
月
九
日
於
法
隆
寺
／
西
薗
院
生
年
廿
四
歳
之
時
書
寫
畢
／
法
隆
寺
沙
門
尊
改
名
隆
印実
欤心
、
文
化
第
十
歳
次
癸
酉
初
秋
上
澣
六
日
從
法
隆
寺
大
／
経
藏
傳
受
眞
本
書
写
之
釋
慧
劍
／
遊
林
仝
冩
⑨
本
ノ
マ
ヽ
／
尋
思
抄
欤
：
無
し
・
本
ノ
マ
ヽ
／
尋
思
抄
欤
：
文
化
十
癸
酉
七
月
廿
三
日
辰
時
写
此
一
冊
／
遊
林
、
弘
安
九
年
丙
／
戌
五
月
三
日
書
寫
畢
／
執
筆
快
嚴
、
文
化
十
癸
酉
季
七
月
廿
八
日
冩
之
此
抄
／
恐
應
号
尋
思
別
要
之
書
／
焉
悉
以
越
後
州
／
德
龍
寮
司
之
本
写
之
悪
筆
遊
林
○
龍
谷
大
学
十
二
冊
本
①
第
一
巻
（
四
帖
之
内
第
一
）：
執
筆
政
賀
②
第
一
巻
（
七
帖
内
第
五
）：
弘
安
九
年
丙
／
戌
十
一
月
十
二
日
書
写
畢
／
快
嚴
③
第
一
巻
（
七
帖
内
第
七
）：
弘
安
九
年
丙
／
戌
十
一
月
十
二
日
快
嚴
・
第
二
巻
（
三
帖
之
内
第
三
）：
弘
安
十
年
丁
／
卯
七
月
十
八
日
書
冩
之
／
執
筆
快
嚴
④
〔
第
一
巻
〕：
弘
安
九
年
丙
／
戌
五
月
三
日
｢同
日
旬
功
畢
｣書
冩
畢
／
執
筆
快
嚴
、
維
時
文
化
十
癸
酉
六
月
廿
八
日
在
平
安
偶
舎
写
此
一
巻
／
釈
氏
教
山
・
第
五
巻
（
六
帖
之
内
第
六
）：
無
し
⑤
第
一
巻
：
貞
永
元
年
壬
辰
五
月
十
二
日
巳
尅
拜
書
畢
／
願
以
此
功
為
當
来
世
〃
見
仏
聞
法
之
縁
矣
／
法
隆
寺
沙
門
澄
筭
／
傳
領
信
遍
⑥
第
二
巻
（
二
帖
内
第
二
）：
文
化
第
十
癸
／
酉
六
月
十
七
日
写
功
了
／
釈
慧
劍
⑦
第
五
巻
（
二
帖
内
＼
第
一
）：
文
化
歳
次
癸
酉
後
夏
中
澣
第
五
日
正
申
時
／
写
此
一
冊
□
／
禿
筆
⑧
本
ノ
マ
仭
／
尋
思
抄
欤
：
法
隆
寺
西
南
院
貞
忠
⑨
第
六
巻
（
三
帖
内
第
一
）：
無
し
⑩
第
九
巻
（
四
帖
之
内
上
）：
延
應
元
年
巳
／
亥
四
月
廿
六
日
書
畢
／
此
偏
為
佛
法
興
隆
修
学
不
退
也
／
生
年
廿
六
歳
如
形
注
之
畢
／
法
隆
寺
西
南
院
貞
忠
、
于
時
應
永
十
年
癸
／
未
二
月
廿
五
日
買
得
畢
／
阿
弥
陀
院
住
清
祐
⑪
第
九
巻
（
建
長
元
年
己
／
酉
夘
月
日
儲
之
）：
無
し
⑫
第
九
巻
：（
本
奥
書
）
建
長
元
年
己
／
酉
夘
月
九
日
於
法
隆
寺
／
西
薗
院
生
年
廿
四
歳
（ 22 ）
之
時
書
冩
畢
／
法
隆
同
寺
沙
門
尊
心
／
改
名
隆
印実欤
と
な
る
。
各
冊
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
本
奥
書
及
び
転
写
年
書
写
者
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
一
冊
の
中
に
複
数
あ
る
書
写
年
は
帖
を
合
冊
し
て
い
る
）。「
通
要
」
は
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
慧
剣
・
遊
林
・
教
山
ら
が
各
場
所
で
書
写
し
た
書
写
原
本
の
姉
妹
本
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
各
冊
本
の
転
写
経
緯
に
よ
っ
て
合
冊
内
容
に
は
異
な
り
が
あ
る
も
の
も
あ
り
、
そ
の
経
緯
は
不
詳
で
あ
る
。「
通
要
」「
別
要
」
現
存
写
本
は
、
何
れ
も
江
戸
時
代
の
写
本
と
な
る
。
少
な
く
と
も
上
記
の
大
学
所
蔵
本
や
上
述
目
録
か
ら
見
る
限
り
江
戸
期
か
ら
の
写
本
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
四
『尋
思
鈔
』
袞
五
重
唯
識
①
五
重
唯
識
に
関
わ
る
『
尋
思
鈔
』
は
、
上
記
『
尋
思
鈔
』
の
う
ち
で
巻
一
の
論
題
「
造
論
縁
起
」
段
に
存
し
現
時
点
で
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、
龍
大
本
十
五
冊
本
十
二
冊
本
・
谷
大
本
十
八
冊
本
九
冊
本
五
冊
本
・
身
延
山
大
十
八
冊
本
の
六
本
及
び
無
為
信
寺
蔵
「
論
第
一
巻
尋
思
鈔
」
一
本
が
存
し
、
字
句
の
異
同
・
空
白
の
み
で
内
容
は
何
れ
も
同
じ
で
あ
る
。
即
ち
「
別
要
」
巻
一
と
さ
れ
る
書
で
は
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
写
清
兼
本
の
転
写
で
あ
り
、「
通
要
」
巻
一
と
さ
れ
る
書
で
は
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
快
厳
写
（
谷
大
五
冊
本
）
の
本
奥
書
を
持
つ
本
及
び
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
慧
剣
写
（
谷
大
九
冊
本
：
同
じ
く
「
弘
安
九
年
丙
／
戌
十
一
月
二
日
書
写
畢
／
快
嚴
」
の
本
奥
書
）
の
転
写
本
と
政
賀
伝
持
（
龍
大
十
二
冊
本
）
の
転
写
本
と
無
為
信
寺
本
と
で
あ
る
。
こ
の
「
造
論
縁
起
」
と
は
文
字
通
り
『
成
唯
識
論
』
の
「
造
論
の
意
義
」
を
説
き
起
こ
す
箇
所
で
、
唯
識
教
義
の
意
義
を
説
い
て
い
る
と
い
え
る
。『
成
唯
識
論
』
巻
一
に
は
今
、
此
の
『
論
』
を
造
ろ
う
と
い
う
の
は
二
空
に
迷
・
謬
あ
る
者
に
対
し
て
正
・
解
を
生
じ
さ
せ
た
め
で
あ
る
。﹇
理
﹈
解
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
と
は
二
重
障
（
煩
悩
障
・
所
知
障
）
を
断
ず
る
た
め
で
あ
る
。
我
・
法
と
執
着
す
る
こ
と
に
よ
り
二
障
が
生
じ
る
。
も
し
二
空
を
証
す
と
き
に
は
あ
の
障
も
断
じ
る
。
障
を
断
じ
る
こ
と
は
二
勝
果
を
得
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。﹇
迷
い
の
世
で
の
﹈
い
の
ち
を
継
続
さ
せ
る
煩
悩
障
を
断
ず
る
に
由
り
真
解
脱
を
証
す
。﹇
正
し
い
理
﹈
解
を
礙
え
る
所
知
障
を
断
ず
る
に
由
り
大
菩
提
を
得
る
。
又
、
謬
っ
て
我
・
法
と
執
着
し
て
唯
識
に
迷
う
者
に
対
し
て
開
示
し
て
二
空
に
達
す
る
た
め
で
あ
る
。
唯
識
の
理
は
真
実
で
あ
る
と
認
知
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
復
、
唯
識
の
理
に
迷
謬
す
る
者
が
い
る
。
或
る
者
は
﹇
識
﹈
外
の
認
識
対
象
は
識
の
よ
う
に
実
在
す
る
と
執
着
し
、
或
る
者
は
内
識
は
認
識
対
象
の
よ
う
に
実
在
し
な
い
と
執
着
し
、
或
る
者
は
諸
識
は
、
作
用
は
別
々
で
あ
る
が
本
体
は
同
じ
で
あ
る
と
執
着
し
、
或
る
者
は
心
﹇
と
の
関
係
性
﹈
を
離
れ
て
他
の
心
所
は
存
在
し
な
い
と
執
着
す
る
。
こ
れ
ら
の
種
々
の
異
執
を
遮
す
た
め
で
あ
る
。
唯
識
の
道
理
は
真
実
の
﹇
正
智
に
よ
る
﹈
理
解
を
得
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
こ
の
『
論
』
を
作
っ
た
の
で
あ
る(32
)。
と
「
今
」（
二
障
を
断
じ
て
二
勝
果
を
得
る
)・
｢又
」（
我
法
執
に
よ
る
迷
妄
に
対
し
二
空
に
到
達
す
る
)・
｢復
」（
実
有
実
無
等
執
着
を
破
し
唯
識
理
を
顕
ら
か
に
す
る
）
の
文
字
で
始
ま
る
三
つ
に
分
け
て
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
基
の
『
成
唯
識
論
述
記
』
で
は
、
順
々
に
正
し
い
解
を
生
じ
障
を
断
じ
二
果
を
得
さ
せ
る
悟
断
得
果
（
安
慧
釈
）、
二
空
に
達
し
唯
識
性
を
悟
ら
せ
る
達
空
悟
性
（
火
弁
釈
）、
諸
々
の
邪
執
を
破
し
唯
識
の
理
を
顕
ら
か
に
す
る
破
執
顕
理
（
護
法
釈
）
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る(33)。
唯
識
学
派
で
勝
義
と
さ
れ
て
い
る
護
法
釈
以
外
も
こ
こ
で
は
否
定
さ
れ
る
解
釈
で
は
な
く
、
何
れ
も
唯
識
の
意
義
の
各
面
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
即
ち
唯
識
に
お
け
る
悟
入
と
は
右
記
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
を
貞
慶
は
、『
尋
思
鈔
』「
造
論
縁
起
」
段
に
お
い
て
①
「
問
袞
答
袞
末
云
」、
②
（ 23 ）
「
問
袞
末
案
（
問
答
・
問
答
）」、
③
「
問
袞
答
袞
問
袞
末
云
」、
④
「
問
」、
⑤
「
問
袞
本
云
袞
問
袞
答
」、
⑥
「
問
袞
答
（
空
白
多
し
）
袞
問
袞
本
云
袞
末
云
」、
⑦
「
問
（
空
白
）
袞
答
袞
問
袞
本
云
袞
別
尋
云
袞
本
云
」、
⑧
「
三
智
差
別
」（
問
答
・
問
答
・
問
）、
⑨
「
彼
師
立
八
識
躰
一
證
」（
論
書
抜
粋
）、
⑩
「
可
立
八
識
躰
一
道
理
」（
経
論
抜
粋
）、
⑪
「
世
親
摂
論
諍
」
（
問
答
・
問
答
・
問
答
）、
⑫
「
問
（
空
白
）
袞
答
袞
問
袞
本
云
袞
問
袞
答
袞
末
云
（
末
案
別
記
之
）」
と
記
し
て
い
る(34)。
こ
の
中
で
「
末
云
」
が
貞
慶
釈
、「
末
案
」
が
貞
慶
の
私
案
と
見
ら
れ
、「
本
云
」
が
蔵
俊
釈
で
あ
る
。
貞
慶
自
筆
段
階
の
形
は
不
詳
で
は
あ
る
が
、
現
行
で
は
「
通
要
」
的
・
｢別
要
」
的
・
『問
答
抄
』
的
な
三
形
を
含
ん
で
お
り
、
少
な
く
と
も
転
写
段
階
で
は
右
記
の
よ
う
な
順
番
と
な
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
五
重
唯
識
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
は
、
前
半
部
分
の
初
め
に
位
置
す
る
「
末
云
」「
末
案
」
で
あ
る
。
貞
慶
は
悟
断
得
果
で
あ
れ
達
空
悟
性
で
あ
れ
破
執
顕
理
で
あ
れ
、
最
終
的
に
仏
果
を
得
て
唯
識
性
を
覚
り
唯
識
理
を
顕
ら
か
に
す
る
と
い
う
唯
識
悟
入
の
た
め
に
は
仏
道
修
行
の
一
つ
と
し
て
唯
識
観
を
修
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
一
切
位
に
お
い
て
遍
計
を
遮
し
依
円
を
存
す
る
と
思
量
し
修
証
す
る
遣
虚
存
実
識
の
段
階
が
増
益
損
減
の
有
空
執
を
遮
す
具
体
的
実
践
に
附
合
す
る
と
見
て
い
る
。
し
か
も
教
学
上
明
確
化
し
て
お
く
べ
き
問
題
点
を
認
め
て
い
る
。
殊
に
、
こ
の
重
で
は
先
述
の
通
り
有
観
が
空
執
を
破
す
「
遣
虚
」
と
空
観
が
有
執
を
破
す
「
存
実
」
と
が
行
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
直
截
有
観
で
も
真
理
を
顕
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
否
か
が
問
題
で
あ
っ
た
。
唯
識
観
で
は
有
と
観
じ
る
有
観
と
空
と
観
じ
る
空
観
と
が
相
俟
っ
て
観
法
が
成
立
し
て
い
る
だ
け
に
『
義
林
章
』
以
来
常
に
疑
問
視
さ
れ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
法
相
宗
と
し
て
の
常
途
と
な
る
「
宗
家
の
釈
」
は
、
当
時
ま
で
の
一
般
的
見
解
を
纏
め
た
良
算
の
『
成
唯
識
論
同
学
鈔
』（『
同
学
鈔
』）
に
出
て
い
る
。
問
う
。『
本
疏
』（『
述
記
』）
の
中
で
無
漏
の
智
品
が
証
す
る
真
理
に
付
い
て
且
く
有
観
に
よ
り
真
理
を
顕
ら
か
に
す
る
の
か
。
答
え
る
。
有
観
に
よ
っ
て
は
理
を
顕
ら
か
に
し
得
な
い
。
そ
の
通
り
で
あ
る
。﹇
こ
れ
は
﹈
宗
家
の
定
め
た
所
で
あ
る(35)。
と
言
う
通
り
、
有
観
に
よ
っ
て
は
真
理
は
顕
ら
か
に
で
き
な
い
と
い
う
の
が
あ
く
ま
で
も
法
相
宗
家
の
定
釈
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
解
釈
で
あ
る
、
と
。
し
か
し
、
有
空
執
と
空
有
観
と
の
関
係
か
ら
言
え
ば
、
[問
う
﹈
今
こ
れ
に
付
い
て
迷
謬
の
種
は
同
じ
で
は
な
い
。
有
と
空
の
執
見
は
分
か
れ
て
い
る
。
若
し
有
と
い
う
執
着
に
対
す
れ
ば
、
空
観
に
よ
っ
て
理
を
顕
ら
か
に
で
き
る
。﹇
と
こ
ろ
が
﹈
空
と
い
う
執
着
に
対
す
れ
ば
ど
う
し
て
有
観
に
よ
っ
て
理
を
顕
ら
か
に
し
な
い
の
か
。
こ
れ
に
よ
っ
て
『
摂
大
乗
論
』
の
中
に
「
三
性
の
観
門
を
明
ら
か
に
し
て
遍
計
所
執
は
存
在
せ
ず
依
円
の
二
性
は
存
在
す
る
と
観
じ
る
時
、
正
し
く
真
理
を
証
す
る
」（『
摂
大
乗
論
釈
』
巻
六
大
正
三
一
・
三
五
三
中
取
意
等
）
と
。
ど
う
し
て
空
有
の
観
に
よ
っ
て
俱
に
理
を
顕
ら
か
に
し
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か(36)。
と
い
う
質
問
が
で
て
く
る
の
も
当
然
の
反
応
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
答
え
る
。
疑
難
は
も
っ
と
も
で
あ
る
。
有
空
執
を
破
す
に
は
必
ず
空
有
観
門
に
よ
る
。
能
治
と
所
治
と
の
﹇
関
係
性
﹈
は
そ
の
道
理
は
必
然
で
あ
る
。﹇『
唯
識
義
林
』
の
﹈
「「
遣
」
と
は
空
観
に
よ
り
有
執
を
破
す
こ
と
で
、「
存
」
と
は
有
観
に
よ
り
空
執
を
排
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今
、
空
と
有
と
を
観
じ
て
有
と
空
と
を
排
除
す
る
」（
大
正
四
五
・
二
五
八
下
）
と
は
こ
の
意
味
で
あ
る
。
但
し
、
真
理
を
顕
ら
か
に
す
る
の
は
空
観
に
由
る
。
真
理
は
無
相
で
あ
る
。
ど
う
し
て
有
観
に
よ
っ
て
﹇
観
﹈
門
と
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
空
を
﹇
観
﹈
門
と
す
る
故
に
二
空
真
如
と
い
う
の
で
あ
る
。
﹇『
唯
識
義
林
』
の
﹈「
要
ず
空
と
観
じ
て
真
実
を
証
す
る
と
説
く
の
は
、
要
ず
遍
計
所
執
の
空
を
観
じ
て
真
実
性
に
入
る
こ
と
で
あ
る
」（
大
正
四
五
・
二
五
八
下
）
と
は
其
の
旨
を
さ
し
て
い
る
。
此
れ
は
智
と
真
如
と
は
平
等
に
し
て
俱
に
能
取
・
所
取
の
（ 24 ）
す
が
た
を
離
れ
る
か
ら
無
所
得
の
心
に
と
ど
ま
り
法
性
を
証
す
る
か
ら
で
あ
る
。
若
し
有
観
で
あ
れ
ば
ど
う
し
て
無
相
の
理
を
証
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
こ
う
い
う
わ
け
で
護
法
論
主
の
『﹇
大
乗
﹈
広
百
論
﹇
釈
論
﹈』﹇
巻
六
﹈
の
中
で
「
有
を
有
す
る
有
等
は
皆
順
心
に
順
じ
る
。
空
を
空
じ
る
空
等
は
皆
妄
執
に
違
う
。
故
に
智
有
る
者
は
空
を
説
く
教
説
を
聞
き
当
然
一
切
の
有
無
等
の
執
を
離
れ
悟
法
の
真
理
は
非
有
非
無
で
あ
る
と
い
う
」（
大
正
三
〇
・
二
一
九
下
）
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
撲
揚
大
師
は
こ
れ
ら
の
意
味
に
よ
っ
て
「
若
し
空
病
を
破
す
な
ら
ば
有
が
除
く
こ
と
が
で
き
る
と
説
き
、
若
し
理
を
顕
ら
か
に
し
よ
う
と
論
す
れ
ば
、
要
ず
空
觀
を
資
と
す
る
」
（『
成
唯
識
論
演
秘
』
巻
一
大
正
四
三
・
八
一
六
上
）
と
解
釈
し
て
い
る
。
但
し
『
摂
大
乗
論
』（『
摂
大
乗
論
釈
』
巻
六
大
正
三
一
・
三
五
三
中
取
意
等
）
に
お
け
る
遣
虚
存
実
の
観
門
の
場
合
、
真
理
を
証
す
る
点
は
遮
さ
な
い
。﹇
遣
﹈
虚
﹇
観
存
﹈
実
観
に
お
い
て
空
を
﹇
観
﹈
門
と
し
て
真
性
に
悟
入
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
﹇
有
空
執
を
空
有
観
で
対
治
す
る
こ
と
と
空
観
で
真
理
を
顕
ら
か
に
す
る
こ
と
は
﹈
相
違
し
な
い(37)。
と
答
え
て
い
る
。
有
空
執
に
有
空
観
が
対
応
す
る
点
は
『
唯
識
義
林
』
に
「
遣
者
空
觀
。
對
破
有
執
。
存
者
有
觀
。
對
遣
空
執
。
今
觀
空
有
而
遣
有
空
」
と
述
べ
る
通
り
、
対
治
す
る
さ
れ
る
能
所
関
係
に
あ
る
こ
と
を
説
い
て
は
い
る
。
し
か
し
、
真
理
を
顕
ら
か
に
す
る
に
は
空
観
こ
そ
適
す
る
わ
け
で
あ
る
と
し
て
『
唯
識
義
林
』
に
も
「
謂
要
觀
彼
遍
計
所
執
空
爲
門
故
入
於
眞
性
」
と
記
す
通
り
で
あ
る
と
も
言
う
。
し
か
も
護
法
『
大
乗
広
百
論
釈
論
』・
智
周
『
成
唯
識
論
演
秘
』
か
ら
も
空
観
に
よ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
と
し
、
先
問
で
も
引
か
れ
た
無
性
『
摂
大
乗
論
釈
』
か
ら
は
両
者
は
相
違
し
な
い
と
、
言
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
認
識
す
る
智
と
認
識
さ
れ
る
理
と
は
能
所
の
す
が
た
を
離
れ
た
所
謂
理
智
冥
合
で
あ
る
か
ら
こ
そ
無
所
得
心
と
し
て
法
性
（
唯
識
性
）
を
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
能
所
治
と
し
て
の
空
有
観
と
顕
理
の
た
め
の
空
観
と
を
認
め
る
こ
と
は
、
当
時
唯
識
教
学
上
、
過
失
は
な
い
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
。
こ
の
有
観
に
よ
っ
て
は
、
真
理
は
顕
ら
か
に
で
き
な
い
と
い
う
良
算
の
説
く
宗
家
の
釈
は
何
時
ご
ろ
か
ら
語
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
有
空
観
と
空
有
執
と
は
薬
と
病
の
関
係
に
見
立
て
る
こ
と
は
既
に
真
興
の
『
唯
識
義
私
記
』
で
は
説
い
て
い
た
。
し
か
し
、
有
空
観
と
空
観
と
の
並
立
に
つ
い
て
は
、
真
興
は
上
述
『
唯
識
義
林
』
二
文
の
内
の
一
文
に
対
し
て
「
遣
者
空
觀
對
破
有
執
等
者
明
觀
行
之
功
能(38)」
と
言
う
よ
う
に
空
有
観
は
観
行
の
は
た
ら
き
と
措
定
し
て
い
る
が
、
も
う
一
つ
の
文
は
伏
難
（
真
観
を
証
す
る
段
階
は
非
有
非
空
な
の
に
何
故
『
般
若
経
』
等
に
は
空
を
観
じ
て
真
理
を
証
す
る
の
か
と
い
う
点
に
不
都
合
が
あ
る
と
い
う
難
を
伏
す
る
）
に
対
応
す
る
文
章
で
あ
る
と
釈
し
、『
同
学
鈔
』
の
よ
う
な
解
釈
は
取
っ
て
い
な
い
。
寧
ろ
「
然
觀
遍
計
所
執
唯
虚
妄
起
乃
至
觀
依
他
圓
成
諸
法
體
實
等
者
明
觀
行
之
方
法
也(39)」
と
言
う
よ
う
に
遍
計
を
遣
虚
し
依
円
を
存
実
す
る
『
唯
識
義
林
』
文
章
は
観
行
の
方
法
で
あ
る
と
説
明
し
て
、
観
行
の
方
法
と
観
行
の
は
た
ら
き
は
遣
虚
と
存
実
と
が
前
後
す
れ
ば
問
題
で
あ
る
が
、
一
念
に
お
け
る
遣
虚
存
実
の
観
な
の
で
相
違
し
な
い
と
結
ん
で
い
る
。
即
ち
、
真
興
の
平
安
時
代
中
期
に
は
ま
だ
宗
家
釈
と
し
て
は
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
蓋
然
性
が
あ
る
。
今
日
、
蔵
俊
の
唯
識
観
関
係
の
書
は
存
在
し
て
い
な
い
が
、
宗
家
釈
に
平
安
時
代
後
期
の
蔵
俊
が
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
は
否
定
し
な
い
で
お
く
。
五
『尋
思
鈔
』
袞
五
重
唯
識
②
良
算
は
貞
慶
の
弟
子
と
な
る
前
か
ら
『
同
学
鈔
』
作
成
に
着
手
し
て
い
た
が
、
弟
子
と
な
っ
た
以
降
か
ら
貞
慶
没
後
ま
で
引
き
続
き
作
成
し
て
い
る
た
め
当
該
箇
所
が
貞
慶
に
師
事
す
る
前
後
ど
ち
ら
な
の
か
、『
同
学
鈔
』
と
の
関
係
も
含
め
て
合
せ
て
見
て
お
き
た
い
。
（ 25 ）
さ
て
貞
慶
は
五
重
唯
識
に
お
け
る
空
有
観
に
つ
い
て
、
如
何
な
る
解
釈
を
示
し
た
の
か
。
問
依
有
観
可
顕
眞
理
乎
。
答
不
尓
。
付
之
顕
眞
理
／
義
由
除
障
、
而①
有
観
已
除
執
、
何
不
顕
眞
理
乎
。
依
之
攝
／
大
乗
論
中
明
三
性
観
門
観
遍
計
空
依
圓
有
正
／
證
眞
理
云
云
。
此
豈
非
依
有
空
観
門
同
証
理
乎(40)。
①
身
延
山
本
「
爲
」
を
龍
大
本
・
谷
大
本
に
よ
り
「
而
」
に
改
め
る
。
問
う
。
有
観
に
依
り
真
理
を
顕
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
答
え
る
。
そ
う
で
は
な
い
。
（
問
う
）
こ
れ
に
つ
い
て
真
理
を
顕
す
意
味
と
は
障
を
除
く
こ
と
で
あ
る
。
有
観
は
已
に
執
を
除
く
、
ど
う
し
て
真
理
を
顕
さ
な
い
の
か
。
こ
れ
に
よ
っ
て
『
摂
大
乗
論
』
に
「
三
性
観
門
を
明
ら
か
に
し
て
遍
計
は
空
で
あ
り
依
円
は
有
で
あ
る
と
観
じ
正
し
く
真
理
を
証
す
」（『
摂
大
乗
論
釈
』
巻
六
大
正
三
一
・
三
五
三
中
取
意
）
と
あ
る
。
此
れ
が
ど
う
し
て
有
空
観
門
に
依
っ
て
同
じ
く
理
を
証
さ
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
と
言
う
よ
う
に
『
同
学
鈔
』
と
同
じ
問
答
構
成
で
あ
る
。
貞
慶
は
こ
の
よ
う
な
問
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
末
云
演
秘
依
敎
破
執
修
観
顕
理
前
後
淺
深
相
對
／
弁
之
。
是
以
為
執
空
之
類
可
說
依
圓
有
聞
之
除
空
執
所
謂
慈
尊
說
五
分
論
破
衆
生
空
見
等
也
。
雖
說
中
道
正
猶
／
以
有
破
空
也
／
信
解
中
道
之
後
自
發
三
惠
漸
次
修
習①
之
時
將
入
理
／
之
方
便
以
空
爲
門②
所
謂
加
行
位
尋
思
如
実
智
等
也
資
粮
中
亦
作
三
性
空
観
不
必
単
空
行
解
空
観③
／
功
能
〃④
顯
證
眞
理
帶
相
有
所⑤
得
之
観
不
能
証
理
故
／
設
其
有
可
得
中
猶
前
後
位
相
對
漸
進
漸
悟
皆
前
＼
空
観
力
也
為
言(41)。
①
身
延
山
本
「
有
」
を
龍
大
本
・
谷
大
本
に
よ
り
「
習
」
に
改
め
る
。
②
龍
大
十
二
冊
本
に
よ
り
「
門
」
を
加
え
る
。
③
龍
大
十
二
冊
本
に
よ
り
「
不
必
単
空
行
解
空
観
」（
谷
大
本
は
「
以
空
観
」）
を
加
え
る
。
な
お
「
空
観
」
の
み
は
龍
大
十
五
冊
本
・
谷
大
十
八
冊
本
。
④
龍
大
本
・
谷
大
本
に
よ
り
踊
り
字
を
加
え
る
。
⑤
身
延
山
本
「
可
」
を
龍
大
十
二
冊
本
・
谷
大
五
冊
本
九
冊
本
に
よ
り
「
所
」
に
改
め
る
。
末
（
貞
慶
）
が
云
う
に
は
、『
演
秘
』（
大
正
四
三
・
八
一
六
上
〜
中
等
取
意
）
に
は
教
法
に
依
り
執
を
破
し
観
を
修
し
て
理
を
顕
ら
か
に
す
る
と
い
う
。
こ
の
前
後
の
﹇
観
法
の
﹈
浅
深
を
相
対
し
て
弁
じ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
執
空
の
類
に
対
し
て
依
円
の
存
在
（
存
実
観
）
を
説
く
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
で
は
空
執
を
除
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
所
謂
、
慈
尊
（
弥
勒
菩
薩
）
の
「
五
分
の
論
」（『
瑜
伽
師
地
論
』『
分
別
瑜
伽
論
』（
未
訳
）『
大
乗
荘
厳
経
論
』『
中
辺
分
別
論
』『
法
法
性
分
別
論
』）
に
は
衆
生
の
空
見
等
を
破
す
と
述
べ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
中
道
を
説
く
け
れ
ど
も
正
し
く
は
有
を
空
に
よ
り
破
す
。
中
道
を
信
解
し
た
後
に
自
ず
か
ら
﹇
聞
思
修
の
﹈
三
慧
を
発
し
て
漸
次
に
﹇
唯
識
観
を
﹈
修
習
す
る
時
に
は
﹇
真
﹈
理
に
入
る
方
便
と
し
て
空
を
門
と
す
る
。
所
謂
、
加
行
位
に
お
け
る
﹇
四
﹈
尋
思
﹇
四
﹈
如
実
智
等
で
あ
る
。
設
え
資
量
﹇
位
﹈
中
に
も
亦
三
性
﹇
観
﹈
を
作
す
と
い
っ
て
も
。
空
観
と
は
必
ず
単
空
（
空
の
み
に
偏
っ
て
い
る
空
で
中
道
空
で
は
な
い
）
の
み
に
よ
る
了
解
で
は
な
い
。
空
観
の
は
た
ら
き
に
よ
り
真
理
を
顕
証
す
る
も
の
で
あ
り
、
す
が
た
を
浮
か
べ
対
象
と
す
る
よ
う
な
有
所
得
の
観
は
﹇
真
﹈
理
を
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
設
え
﹇
言
詮
等
の
﹈
中
﹇
道
﹈
を
得
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
ち
ょ
う
ど
前
後
の
修
行
段
階
に
相
い
対
し
て
漸
進
漸
悟
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
皆
、
さ
き
に
は
空
観
力
﹇
に
よ
る
わ
け
﹈
で
あ
る
。
と
述
べ
て
い
る
。
貞
慶
は
『
演
秘
』
の
取
意
文
を
挙
げ
て
教
証
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
空
執
に
対
し
て
依
円
の
有
を
説
く
も
の
で
空
執
を
除
く
こ
と
は
弥
勒
の
「
五
分
の
論
」
に
も
既
に
説
示
す
る
通
り
で
あ
る
と
言
う
。
た
だ
、
加
行
位
に
お
い
て
初
地
入
見
道
す
る
た
め
の
尋
思
観
・
如
実
智
観
の
よ
う
に
理
（
真
如
を
一
部
分
だ
け
発
得
す
る
）
へ
悟
入
し
て
い
く
手
立
て
は
空
門
で
あ
っ
て
、
空
観
の
は
た
ら
き
は
真
理
を
顕
証
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
、
あ
く
ま
で
も
空
観
の
力
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。『
同
学
鈔
』
（ 26 ）
で
示
し
た
空
有
観
と
空
観
と
の
並
列
と
理
智
冥
合
に
よ
る
悟
入
は
触
れ
ず
に
、
ま
ず
は
空
観
の
優
位
性
の
み
を
認
め
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
次
問
で
空
観
が
五
重
唯
識
中
の
遣
虚
存
実
等
な
の
か
否
か
が
新
た
な
疑
問
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
は
『
同
学
鈔
』
で
は
問
答
と
し
て
挙
が
っ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
今
の
空
観
優
位
性
ま
で
に
は
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
『
同
学
鈔
』
当
該
箇
所
の
見
解
は
、
良
算
が
貞
慶
に
親
し
く
教
え
を
受
け
る
前
に
記
し
た
箇
所
で
あ
る
可
能
性
が
惹
起
し
て
く
る
。
そ
れ
で
は
次
に
五
重
唯
識
に
お
い
て
空
観
を
説
示
し
て
い
る
の
は
、
い
っ
た
い
ど
の
重
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
教
義
上
導
か
れ
る
疑
問
が
出
て
く
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
問
今
所
明
空
観
者
遣
虚
存
実
観
欤
。
將
遣
相
證
／
性
欤
。
將
外①
観
欤
。
若
初
重
観
者
加
行
位
一
実
観②
可
／
當
第
五
重
相
似
理
観
引
実
證
智
故
。
若
第
五
重
者
／
既
云
證
性
圓
成
有
観
也
豈
以
空
顕
理
義
乎
。
／
是
以
章
明
遣
虚
存
実③
說
要
観
空
方
證
眞
者
／
謂
要
観
彼
遍
計④
所
執
空
爲
門
故
入
於
眞
性
⑤云
云
。
以
／
初
観
爲
門
旨
明⑥
也
若
此
外
観
者
何
行
相
哉(42)。
①
身
延
山
本
「
識
」
を
龍
大
本
・
谷
大
本
に
よ
り
「
外
」
に
改
め
る
。
②
身
延
山
本
「
可
見
起
」
を
龍
大
本
・
谷
大
本
に
よ
り
「
一
実
観
」
に
改
め
る
。
③
身
延
山
本
「
観
云
」
を
龍
大
本
・
谷
大
本
に
よ
り
「
存
実
」
に
改
め
る
。
④
龍
大
本
・
谷
大
本
に
よ
り
「
計
」
を
加
え
る
。
⑤
身
延
山
本
「
理
者
」
を
龍
大
本
・
谷
大
本
に
よ
り
「
性
云
云
」
改
め
る
。
⑥
身
延
山
本
「
非
」
を
龍
大
本
・
谷
大
本
に
よ
り
「
明
」
に
改
め
る
。
問
う
。
今
明
ら
か
に
す
る
空
観
と
は
遣
虚
存
実
観
か
。
そ
れ
と
も
遣
相
証
性
か
。
そ
れ
と
も
そ
れ
以
外
の
観
か
。
若
し
初
重
観
で
あ
る
と
い
え
ば
、
加
行
位
の
一
実
観
（
如
実
智
観
）
に
あ
た
り
相
似
理
観
（
浄
分
依
他
）
に
よ
る
実
証
智
を
導
く
第
五
重
に
相
当
し
て
い
る
。
若
し
第
五
重
で
あ
る
と
い
え
ば
、
既
に
﹇
遣
相
証
性
の
﹈
証
性
は
円
成
の
有
観
で
あ
る
。
ど
う
し
て
空
に
よ
っ
て
理
を
顕
ら
か
に
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
上
の
理
由
か
ら
『﹇
義
林
﹈
章
』
に
は
遣
虚
存
実
は
「
要
ず
空
と
観
じ
て
真
実
を
証
す
る
と
説
く
こ
と
は
、
要
ず
遍
計
所
執
の
空
を
観
じ
て
真
実
性
に
入
る
こ
と
で
あ
る
」（
大
正
四
五
・
二
五
八
下
）
と
述
べ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
初
﹇
重
﹈
観
を
門
と
す
る
こ
と
は
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。
若
し
こ
れ
以
外
の
観
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
す
が
た
で
あ
る
の
か
。
と
言
う
よ
う
な
問
い
を
提
示
し
て
い
る
。
端
的
に
空
観
は
遍
計
・
依
円
相
対
の
遣
虚
存
実
観(43)な
の
か
、
依
・
円
相
対
の
遣
相
証
性
な
の
か
、
そ
れ
以
外
の
依
他
の
捨
濫
留
純
・
摂
末
帰
本
・
隠
劣
顕
勝
な
の
か
、
何
れ
に
摂
ま
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
言
う
疑
問
で
あ
る
。
初
重
で
あ
れ
ば
、
加
行
位
に
お
い
て
初
地
入
見
道
す
る
た
め
の
如
実
智
の
一
実
観
が
ま
さ
に
空
観
で
あ
る
。
恰
も
第
五
重
の
相
似
理
観
に
相
当
す
る
と
も
述
べ
て
い
る
。
初
重
こ
そ
が
空
観
を
説
い
て
い
る
重
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
一
方
、
も
し
第
五
重
で
あ
れ
ば
遣
相
証
性
の
証
性
が
真
如
を
証
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
が
円
成
の
有
観
で
あ
れ
ば
空
観
に
よ
る
顕
理
は
述
べ
ら
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
と
、
第
五
重
の
不
適
合
さ
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
疑
問
に
つ
い
て
貞
慶
が
提
示
し
た
私
案
が
あ
る
。
末
案
有
三
義
。
一
云
初
重
也
。
正
観
遍
計
所
執
爲
空
是
／
三
性
観
遣
虚
観
解
也
。
入
於
眞
性
者
見
道
等
也
。
空
／
爲
門
故
明
彼
方
便
位
加
行
位
先
空
印
所
取①
。
次
／
空
印
能
取
後
並
印
二
取
空
以
空
爲
本
是
遣
／
所
執
之
義
也
。
但
第
五
重
者
雖
敎
相
施
設②
所
指
正
當
実
／
證
義
何
以
後
爲
方
便
乎
。
若
凡
位
猶
修
／
此
観
故
者
敎
所
說
也
。
癈
詮
談
旨
自
初
心③
信
解
之
、
豈
／
不
說④
実
證
境
界
耶⑤
。
遣
虚
遣
相
皆
雖
有
淺
深
／
除
観
解
今
以
其
至
極
相
配
位
也
。
但
以
一
実
観
／
可
引
実
證
云
事
実
可
然
。
今
遣
虚
存
実
者
／
則
其
観
也
。
三
性
一
念
観
故
正
所⑥
観
者
圓
成
傍
所
／
知
者
依
他
也
。
所
執
相
漸
不
現
是
遣
存
成
滿
義
也
。
／
二
云
第⑦
五
重
也
。
凡
加
行
位
雖
観
三
性
正
引
実
／
證
是
一
（ 27 ）
実
觀
解
也
觀⑧
心
轉
明
勝
境
相
像
漸
微
者
所
／
謂
依
圓
成
観
遣
所
執
相
之
義
也
。
忽
心
境
乃
／
冥
観
轉
成
无
漏
者
卽
以
彼
方
便
遂
契
會
眞
／
理
之⑨
義
也
。
若
論
顕
理
要
資
空
観
者
專
當
此
觀(44)。
①
身
延
山
本
「
所
取
印
」
を
龍
大
本
・
谷
大
一
八
冊
本
に
よ
り
「
印
所
取
」
に
改
め
る
。
②
身
延
山
本
「
雖
只
」
を
龍
大
十
二
冊
本
・
谷
大
本
に
よ
り
「
施
設
」
に
改
め
る
。
③
身
延
山
本
「
皆
」
を
龍
大
十
二
冊
本
・
谷
大
五
冊
本
九
冊
本
に
よ
り
「
心
」
に
改
め
る
。
④
身
延
山
本
「
得
」
を
龍
大
本
・
谷
大
五
冊
本
九
冊
本
に
よ
り
「
說
」
に
改
め
る
。
⑤
身
延
山
本
「
別
」
を
龍
大
十
二
冊
本
に
よ
り
「
耶
」
に
改
め
る
。
⑥
身
延
山
本
「
生
」
を
龍
大
本
・
谷
大
本
に
よ
り
「
所
」
に
改
め
る
。
⑦
龍
大
十
二
冊
本
に
よ
り
「
滿
義
二
云
第
」
を
加
え
、
更
に
谷
大
五
冊
本
九
冊
本
に
よ
り
「
滿
義
」
の
後
に
「
世
」
を
加
え
る
。
⑧
龍
大
十
二
冊
本
・
谷
大
五
冊
本
九
冊
本
に
よ
り
「
是
一
実
觀
解
也
觀
」
を
加
え
る
。
⑨
龍
大
十
五
冊
本
・
谷
大
本
に
よ
り
「
之
」
を
加
え
る
。
末
案
（
貞
慶
私
案
）
に
は
三
つ
あ
る
。
一
つ
に
は
初
重
で
あ
る
。
正
し
く
遍
計
所
執
を
観
察
し
て
空
と
す
る
こ
と
は
三
性
観
の
遣
虚
の
観
解
で
あ
る
。﹇『
唯
識
義
林
』
に
あ
る
﹈「
真
性
に
入
る
」（
大
正
四
五
・
二
五
八
下
）
と
は
、
見
道
等
の
意
味
で
あ
る
。
空
を
﹇
観
﹈
門
と
す
る
た
め
方
便
の
位
（
段
階
）
で
あ
る
加
行
位
に
お
い
て
先
ず
所
取
は
空
で
あ
る
と
決
定
し
次
に
能
取
は
空
で
あ
る
と
決
定
し
、
そ
の
後
に
二
取
は
空
で
あ
る
と
決
定
す
る
。﹇
そ
れ
故
﹈
空
を
中
心
と
す
る
、
こ
れ
が
所
執
を
排
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
但
し
、
第
五
重
で
は
教
相
を
設
け
る
け
れ
ど
も
そ
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
は
実
証
の
義
に
あ
た
る
わ
け
で
、
ど
う
し
て
第
五
重
を
方
便
と
い
え
よ
う
か
。
若
し
凡
夫
の
段
階
（
地
前
の
段
階
）
で
も
此
の
観
（
空
観
）
を
修
す
る
と
い
え
ば
、
教
法
に
説
く
通
り
で
あ
る
。
廃
詮
談
旨
（
言
葉
に
よ
っ
て
は
説
き
表
せ
な
い
）
と
い
う
こ
と
は
初
め
か
ら
信
解
し
て
い
る
。
ど
う
し
て
実
証
の
境
界
（
範
囲
）
を
説
か
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
遣
虚
と
遣
相
と
は
二
つ
と
も
浅
深
﹇
の
違
い
﹈
が
あ
る
け
れ
ど
も
﹇
遍
計
や
依
他
を
﹈
除
く
観
解
で
あ
る
。
今
﹇
い
え
る
こ
と
﹈
は
そ
れ
は
究
極
的
な
位
置
付
け
で
あ
る
。
一
実
観
は
実
証
﹇
の
段
階
﹈
に
い
た
る
と
い
う
事
が
、
実
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。
今
、
遣
虚
存
実
と
は
則
ち
そ
の
よ
う
な
観
で
あ
る
。
三
性
一
念
観
で
あ
る
か
ら
正
し
く
所
観
と
は
円
成
で
あ
り
、
傍
ら
に
知
ら
れ
る
も
の
は
依
他
で
あ
る
。
所
執
の
相
は
漸
次
に
現
わ
れ
な
く
な
る
、
こ
れ
が
遣
存
成
満
の
意
味
で
あ
る
。
二
つ
に
は
第
五
重
で
あ
る
。
加
行
位
で
も
三
性
観
を
行
う
け
れ
ど
も
正
し
く
実
証
に
い
た
る
、
こ
れ
は
一
実
観
解
で
あ
る
。﹇『
唯
識
義
林
』
に
あ
る
﹈「
観
心
が
次
第
に
次
第
に
明
勝
と
な
っ
て
﹇
妄
情
の
﹈
対
象
の
す
が
た
が
漸
く
微
れ
る
」（
大
正
四
五
・
二
六
二
上
）
い
う
こ
と
は
、
所
謂
円
成
観
に
よ
っ
て
所
執
相
を
排
す
る
意
味
で
あ
る
。
﹇
続
い
て
『
唯
識
義
林
』
の
﹈「
忽
ち
に
心
と
境
と
が
冥
し
（
現
わ
れ
な
く
な
り
）、
観
ず
る
こ
と
で
﹇
下
品
種
子
が
中
品
に
斉
し
く
な
る
等
の
転
斉
が
行
わ
れ
て
そ
の
品
の
本
有
﹈
無
漏
が
生
じ
て
く
る
」（
大
正
四
五
・
二
六
二
上
）
と
は
、
巧
み
な
る
手
立
て
を
用
い
て
遂
に
真
理
に
契
会
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。﹇
ま
た
『
演
秘
』
巻
一
に
あ
る
﹈「
若
し
理
を
顕
ら
か
に
し
よ
う
と
論
じ
る
な
ら
ば
要
ず
空
観
を
資
と
す
る
」
（
大
正
四
三
・
八
一
六
上
）
と
は
、
専
ら
こ
の
よ
う
な
観
法
の
こ
と
で
あ
る
。
と
述
べ
て
い
る
。
貞
慶
の
私
案
に
三
案
あ
る
と
言
う
も
の
の
、
こ
こ
で
は
初
重
と
第
五
重
の
二
案
を
挙
げ
て
い
る
。
第
一
案
と
は
遍
計
所
執
を
虚
妄
と
し
て
空
じ
る
こ
と
は
三
性
観
袂
袒
三
性
を
遍
計
の
遣
虚
観
と
依
円
の
存
実
観
と
に
分
け
る
袂
袒
に
お
け
る
遣
虚
観
に
あ
た
る
と
し
、
そ
の
所
執
を
排
す
る
と
は
ち
ょ
う
ど
菩
薩
修
行
階
位
の
加
行
位
に
お
い
て
所
取
・
能
取
そ
し
て
二
取
と
い
う
虚
妄
な
る
認
識
作
用
を
空
じ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
言
う
。
但
し
、
こ
れ
で
あ
れ
ば
、
恰
も
初
重
だ
け
で
事
足
り
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
危
ぶ
む
の
か
、
そ
う
で
あ
れ
ば
第
五
重
は
単
な
る
方
便
で
あ
ろ
う
か
と
言
え
ば
、
全
く
そ
う
で
は
な
く
同
様
に
実
証
を
説
い
て
い
る
、
と
み
て
い
る
。
仮
令
地
前
の
段
階
で
あ
っ
て
（ 28 ）
も
遣
相
証
性
で
も
修
し
て
い
く
と
言
う
。
そ
れ
故
、
遣
虚
と
遣
相
と
で
は
浅
深
の
違
い
が
あ
る
け
れ
ど
も
各
々
執
を
除
く
と
言
い
、
遣
虚
と
遣
相
と
は
究
極
的
な
位
置
付
け
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
う
言
う
こ
と
は
遣
虚
存
実
で
も
一
実
観
に
よ
っ
て
実
証
を
説
く
わ
け
で
あ
る
。
即
ち
初
重
と
第
五
重
と
の
何
れ
か
で
の
み
空
観
に
よ
る
こ
と
は
説
か
ず
、
各
々
の
重
に
お
い
て
各
々
修
し
て
い
く
と
提
示
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
第
一
案
と
な
る
。
な
お
、
三
性
観
に
は
時
間
的
前
後
は
な
く
一
念
に
観
察
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
遣
虚
存
実
で
も
三
性
の
う
ち
中
心
と
な
る
円
成
を
所
観
と
し
傍
ら
に
は
依
他
を
所
知
と
し
て
所
執
を
不
現
と
す
る
こ
と
も
遣
存
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
初
重
で
あ
れ
第
五
重
で
あ
れ
地
前
（
資
量
位
・
加
行
位
）
地
上
（
通
達
位
・
修
習
位
）
の
一
切
位
に
亘
っ
て
思
量
し
修
し
て
い
く
の
が
五
重
唯
識
で
あ
る
か
ら
第
五
重
で
も
加
行
位
に
修
さ
れ
初
重
で
も
地
上
で
修
さ
れ
て
い
く
た
め
に
何
れ
の
重
で
も
空
観
に
よ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
と
い
う
上
で
、
初
重
の
一
実
観
は
三
性
観
と
し
て
三
性
そ
れ
ぞ
れ
を
上
述
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
と
い
う
意
味
合
い
に
な
ろ
う
。
但
円
成
所
観
・
依
他
所
知
・
所
執
不
現
と
捉
え
て
い
る
点
は
、
遍
計
を
虚
と
し
て
空
じ
依
円
を
実
と
し
て
存
す
る
遣
虚
存
実
に
あ
っ
て
思
量
の
段
階
の
釈
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
は
更
な
る
説
明
が
必
要
な
箇
所
で
あ
る
。
第
二
案
は
第
五
重
で
あ
る
。
加
行
位
で
も
三
性
観
に
よ
っ
て
実
証
智
を
証
す
る
こ
と
は
一
実
観
解
で
あ
る
と
見
て
、『
唯
識
義
林
』
二
文
に
よ
り
円
成
観
に
よ
る
所
執
の
所
遣
と
真
理
へ
の
契
会
で
あ
る
旨
を
述
べ
て
い
る
と
し
、『
演
秘
』「
若
論
顕
理
要
資
空
観
」
文
が
第
五
重
の
空
観
を
説
い
て
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
れ
は
第
五
重
は
円
成
に
よ
る
所
執
所
遣
と
真
理
契
会
の
肯
定
、
そ
の
契
会
で
あ
る
真
理
へ
の
悟
入
は
空
観
に
よ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
円
成
有
観
と
空
観
と
の
は
た
ら
き
の
相
違
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
案
の
段
階
で
あ
る
か
ら
か
、
第
五
重
案
は
長
く
は
な
く
こ
の
後
に
は
二
問
答
を
設
け
て
い
る(45)。
そ
の
意
と
す
る
所
は
、
初
問
で
は
加
行
位
は
専
ら
所
執
と
依
他
と
を
観
察
し
依
他
を
仮
有
・
所
執
を
実
無
と
観
ず
る
も
の
で
二
取
を
空
で
あ
る
と
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、『
了
義
灯
』
に
は
所
執
を
観
じ
る
と
し
て
も
三
性
観
門
は
一
念
同
時
と
説
示
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
一
実
観
に
よ
る
実
証
智
を
証
す
る
こ
と
は
加
行
位
で
行
わ
れ
る
こ
と
な
の
か
、
解
釈
に
齟
齬
を
き
た
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
。
次
問
で
は
円
成
を
観
じ
る
時
に
自
ず
か
ら
他
二
性
も
覚
知
す
る
こ
と
は
実
証
位
で
も
同
様
で
あ
る
。
ど
う
し
て
加
行
位
で
は
三
種
類
の
対
象
を
設
け
る
の
か
と
い
う
疑
問
。
何
れ
も
加
行
位
に
お
け
る
唯
識
観
の
状
況
を
問
題
と
し
て
い
る
。
初
重
・
第
五
重
俱
に
加
行
位
で
の
修
し
方
が
説
か
れ
て
き
た
だ
け
に
加
行
位
の
問
題
を
別
問
答
と
し
て
い
る
と
見
な
し
得
る
が
、
た
だ
当
初
か
ら
問
答
を
付
し
て
い
た
か
否
か
は
不
詳
で
あ
る
。
ま
ず
、
初
答
で
は
一
実
観
は
加
行
位
で
も
行
わ
れ
る
と
明
言
し
て
い
る
。
通
達
位
で
あ
る
真
見
道
へ
悟
入
す
る
一
実
証
智
を
起
こ
す
の
は
加
行
位
（
四
善
根
：
煗
・
頂
・
忍
・
世
第
一
法
）
中
の
最
終
位
で
あ
る
世
第
一
法
位
に
お
い
て
で
あ
り
、
そ
の
場
合
依
他
を
虚
仮
と
観
じ
所
執
の
二
取
を
泯
ぼ
す
二
空
双
印
の
義
こ
そ
が
三
性
同
時
観
の
意
味
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
加
行
位
に
お
け
る
空
観
説
明
の
補
足
的
問
答
の
意
味
合
い
が
あ
ろ
う
。
続
く
次
答
で
は
三
性
道
理
は
不
一
不
異
で
あ
っ
て
観
解
は
通
局
随
時
自
在
で
あ
る
の
で
単
・
復
・
自
一
兼
二
・
自
二
兼
一
と
区
々
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
但
し
、
初
行
段
階
で
は
修
行
上
浅
位
で
あ
る
た
め
一
性
を
観
じ
つ
つ
余
性
も
観
じ
る
が
、
中
間
位
へ
進
む
と
二
三
性
を
観
じ
、
純
熟
究
竟
段
階
ま
で
至
る
と
専
ら
円
成
を
観
じ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
基
本
的
に
三
性
同
時
観
で
あ
っ
て
も
修
行
階
位
に
よ
っ
て
異
な
る
点
を
述
べ
て
、
広
く
は
三
性
不
一
不
異
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
問
答
後
に
は
、
已
上
二
義
之
中
可
存
後
義
欤①
。
問
答
難
盡
思
而
可
知(46)。
（ 29 ）
①
龍
大
本
・
谷
大
九
冊
本
十
八
冊
本
に
よ
り
「
欤
」
を
加
え
る
。
已
上
二
義
の
中
で
後
義
を
存
す
る
べ
き
か
、
問
答
は
尽
く
し
難
い
と
い
う
思
い
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
と
述
べ
て
い
て
、
後
義
を
取
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
二
義
と
は
貞
慶
私
案
の
二
案
か
或
い
は
二
問
答
か
と
言
え
ば
、
二
案
を
さ
し
そ
の
中
の
後
者
第
五
重
を
取
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
但
、「
問
答
難
尽
」
と
あ
る
よ
う
に
た
と
え
第
五
重
で
あ
っ
て
も
十
分
に
意
を
尽
く
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
第
五
重
に
は
遣
相
そ
の
も
の
の
意
味
で
あ
っ
た
り
、
浄
分
染
分
依
他
の
遣
不
遣
で
あ
っ
た
り
、
遍
・
依
・
円
三
性
の
「
有
」
観
に
対
応
す
る
相
・
生
・
勝
義
三
無
性
の
「
空
」
観
で
あ
っ
た
り
等
々
、
殊
に
第
五
重
に
は
「
有
」
と
し
て
存
在
す
る
円
成
実
性
と
そ
れ
に
よ
っ
て
立
て
る
「
空
」
と
し
て
の
勝
義
無
性
と
言
う
よ
う
に
無
自
性
空
の
あ
り
方
を
し
て
い
る
三
無
性
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
空
の
あ
り
方
と
し
て
依
円
上
に
所
執
を
撥
無
す
る
執
空
な
の
か
或
い
は
依
円
の
法
体
に
空
を
認
め
る
体
空
な
の
か
と
い
う
「
執
空
伝
・
体
空
伝
」
や
三
性
全
体
で
中
道
を
説
く
三
性
対
望
中
道
或
い
は
一
性
に
中
道
を
説
く
「
一
法
中
道
」
等
と
も
関
わ
っ
て
く
る
問
題
で
も
あ
る
。
即
ち
空
観
を
重
視
す
る
な
ら
ば
こ
そ
、
更
に
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
幾
つ
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
尋
思
鈔
』
で
は
、
こ
の
後
三
云①
付
遣
相
證
性
名
空
観
是
遣
相
義
也
。
所
遣
相
／
者
以
依
他
爲
本
亦
兼
所
執
。
然
而
不
取
依
他
所
執
之
／
邊
於
理
観
直
可
論
空
観
義
无
相
眞
理
无
／
相
而
存
故
以
後
二
无
性
依
円
爲
躰
之
義
。
可
知
其
／
義
勢
。
今
略
之(47)。
①
龍
大
十
五
冊
本
の
み
「
三
云
」
で
は
な
く
「
一
言
」
と
あ
る
。
三
つ
に
は
遣
相
証
性
に
つ
い
て
空
観
と
い
う
の
は
遣
相
義
の
箇
所
で
あ
る
。
所
遣
の
相
は
依
他
﹇
起
性
﹈
を
根
本
と
し
て
﹇
遍
計
﹈
所
執
も
兼
ね
て
い
て
、
依
他
﹇
起
性
・
遍
計
﹈
所
執
は
排
し
て
残
さ
な
い
。
理
観
は
直
ち
に
空
観
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
、
無
相
真
理
の
無
相
は
存
す
る
た
め
に
後
二
無
性
（
生
無
性
・
勝
義
無
性
）
は
依
円
を
本
体
と
す
る
の
で
あ
る
。﹇
但
し
、﹈
そ
の
文
章
の
内
容
に
つ
い
て
は
今
は
省
略
す
る
。
と
述
べ
て
い
る
。
先
の
問
い
で
は
初
重
・
第
五
重
以
外
で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
観
な
の
か
を
尋
ね
て
い
た
の
だ
が
、
右
記
の
通
り
末
案
で
は
第
五
重
遣
相
証
性
の
遣
相
部
分
を
指
摘
し
て
い
る
。
所
遣
を
遍
計
・
依
他
と
し
て
、
依
円
の
体
は
後
二
無
性
と
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
上
記
で
触
れ
た
体
空
伝
を
さ
し
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
略
し
て
説
い
て
い
な
い
。
先
の
二
義
中
の
後
義
を
取
る
べ
き
か
と
記
し
な
が
ら
第
三
案
で
遣
相
証
性
を
提
示
す
る
こ
と
は
、
同
じ
第
五
重
に
お
い
て
も
複
数
の
説
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
、
も
し
龍
大
十
五
冊
本
の
よ
う
に
こ
こ
を
「
一
言
」
と
し
て
「
一
言
付
遣
相
証
性
名
空
観
是
遣
相
義
也
」
と
す
れ
ば
第
二
案
第
五
重
に
ひ
と
こ
と
補
足
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
抑
も
当
初
の
問
が
空
観
は
何
重
な
の
か
で
あ
っ
た
の
で
、
第
二
案
で
あ
れ
ば
第
五
重
遣
相
証
性
全
体
を
指
す
こ
と
を
意
味
し
、
第
三
案
で
あ
れ
ば
遣
相
証
性
の
遣
相
の
み
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
上
述
の
よ
う
に
第
二
案
及
び
二
問
答
、
更
に
後
義
を
存
す
る
と
記
す
点
を
加
え
て
見
て
み
る
と
、
こ
こ
を
「
一
言
」
と
み
る
第
二
案
の
補
足
と
す
る
に
は
、
改
め
て
第
五
重
と
遣
相
と
を
齟
齬
な
く
説
明
す
る
必
要
が
出
て
こ
よ
う
。
何
れ
に
立
つ
と
し
て
も
少
な
く
と
も
空
観
顕
理
と
し
て
五
重
唯
識
中
第
五
重
遣
相
証
性
識
を
重
要
視
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
『
尋
思
鈔
』
で
の
問
題
提
示
は
、
先
に
少
し
触
れ
た
同
じ
笠
置
遁
世
期
の
他
書
に
記
さ
れ
て
い
る
唯
識
観
と
も
少
々
異
な
る
。
初
行
者
の
た
め
に
唯
識
教
義
を
示
す
と
さ
れ
る
『
法
相
宗
初
心
略
要
』
で
は
、
五
重
唯
識
の
中
で
初
重
に
比
重
を
置
い
て
「
そ
も
そ
も
諸
法
は
一
心
を
離
れ
な
い
。
心
外
に
別
の
法
は
無
い
か
ら
で
あ
る
。
心
外
の
諸
法
一
切
は
都
て
無
い
。
心
内
の
諸
法
、
其
の
事
﹇
法
﹈
は
無
い
こ
と
は
な
い
。
其
の
事
﹇
法
﹈
は
則
ち
如
幻
の
緣
生
で
あ
る
。
実
在
の
存
在
（
実
有
）
で
は
な
い
け
れ
ど
も
都
て
（ 30 ）
無
い
こ
と
は
な
い
。
如
幻
の
色
声
香
味
触
、
如
幻
の
八
識
﹇
心
﹈
王
﹇
心
﹈
所
等
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
虚
仮
の
事
﹇
法
﹈
は
必
ず
其
の
理
は
存
在
す
る
。
…
…
事
理
相
似
は
不
即
不
離
で
あ
る
。
此
の
如
幻
生
の
事
﹇
法
﹈
は
依
他
起
性
と
名
付
け
、
其
の
縁
生
の
真
理
は
円
成
実
性
と
名
付
け
る(48)」
と
言
う
よ
う
に
如
幻
生
の
事
（
依
他
）
と
縁
生
の
真
理
（
円
成
）
と
の
事
理
相
似
不
即
不
離
を
遣
虚
存
実
唯
識
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
初
重
を
如
幻
縁
生
事
と
縁
生
真
理
の
事
理
相
似
不
即
不
離
と
見
な
す
点
は
、
こ
こ
で
存
す
る
依
円
は
地
前
位
の
観
を
中
心
に
据
え
て
い
る
と
見
な
せ
る
し
、
縁
生
道
理
等
を
説
く
道
理
か
ら
真
理
へ
と
記
す
『
法
相
宗
初
心
略
要
続
編
』「
真
理
事
」
へ
関
連
し
て
く
る
論
題
で
あ
る
。
一
方
、『
心
要
鈔
』
に
は
唯
識
教
義
の
心
要
に
お
い
て
一
心
の
要
は
観
心
に
あ
る
と
し
て
、「
観
心
門
」
で
は
「
心
は
所
観
で
あ
る
。
即
ち
一
切
法
で
あ
り
、
略
し
て
五
重
が
有
る
。
麁
﹇
な
る
諸
法
﹈
よ
り
細
﹇
な
る
諸
法
﹈
へ
推
し
量
っ
て
ゆ
く
と
遣
虚
﹇
存
実
]・
捨
濫
﹇
留
純
﹈
は
粗
ぼ
前
門
を
顕
す
。﹇
こ
れ
は
﹈
今
は
且
く
有
為
識
の
本
末
を
観
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
真
如
の
心
用
は
遣
相
﹇
証
性
﹈
門
で
あ
り
、﹇
こ
れ
は
﹈
事
・
理
﹇
の
法
﹈
の
指
帰
す
る
﹇
意
義
を
説
い
て
い
る
﹈
も
の
で
こ
れ
で
十
分
で
あ
る(49
)」
と
述
べ
、
初
重
・
第
二
重
は
あ
く
ま
で
も
有
為
識
の
本
末
義
を
観
じ
る
前
門
に
過
ぎ
ず
、
第
五
重
こ
そ
事
理
を
指
帰
す
る
と
言
う
よ
う
に
五
重
唯
識
の
枠
組
み
の
中
の
第
五
重
の
肝
要
な
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
あ
る
老
僧
か
ら
唯
識
の
観
行
を
尋
ね
ら
れ
て
記
し
た
と
さ
れ
る
『
勧
誘
同
法
記
』
に
は
観
行
の
方
法
と
し
て
「
勧
修
門
」「
義
相
門
」「
修
習
門
」「
悟
解
門
」「
利
他
門
」「
略
要
門
」
を
挙
げ
、「
義
相
門
」
の
中
で
「
三
虚
実
義
」
で
は
遣
虚
存
実
・
｢四
本
末
義
」
で
は
摂
末
帰
本
・
｢五
相
性
義
」
で
は
事
理
に
触
れ
て
い
る(50
)が
、
本
末
義
の
中
で
「
唯
識
観
を
修
し
て
如
幻
を
悟
る
人
は
、
空
の
よ
う
に
障
害
と
な
ら
ず
に
墻
壁
を
通
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
、
池
の
よ
う
に
妨
げ
と
な
ら
ず
に
大
地
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
方
丈
室
内
に
三
万
床
を
容
れ
大
小
は
﹇
相
互
に
﹈
無
礙
と
な
り
自
他
を
同
じ
く
見
ら
れ
る(51)」
と
唯
識
観
を
修
す
る
な
ら
ば
無
礙
自
在
と
な
る
あ
り
さ
ま
も
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
一
心
を
観
じ
る
こ
と
を
軸
と
し
て
五
重
唯
識
等
の
諸
教
義
を
整
理
し
直
し
て
老
僧
へ
提
示
す
る
形
を
取
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
同
時
期
、
撰
述
意
図
を
異
に
す
る
書
物
に
お
い
て
五
重
の
提
示
方
法
に
は
視
点
の
差
が
あ
る
だ
け
に
、
空
観
力
を
強
調
し
諸
案
を
提
示
す
る
主
要
著
書
『
尋
思
鈔
』「
造
論
縁
起
」
段
で
の
五
重
唯
識
に
は
、
更
な
る
詳
釈
を
必
要
と
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
著
作
年
代
を
特
定
で
き
な
い
も
の
の
貞
慶
に
は
別
に
第
五
重
遣
相
証
性
の
短
釈(52)が
あ
り
、
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
遣
相
証
性
の
疑
問
点
袞
事
理
不
一
不
異
に
お
け
る
依
他
の
位
置
・
四
重
出
体
と
五
重
唯
識
の
関
係
等
袞
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
短
釈
の
方
が
『
尋
思
鈔
』
よ
り
後
に
著
し
た
と
考
え
て
よ
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
他
重
短
釈
の
詳
細
は
不
詳
で
あ
る
が
、『
尋
思
鈔
』
で
の
私
案
が
第
五
重
を
重
視
し
て
い
る
点
を
勘
案
す
れ
ば
、
私
案
か
ら
短
釈
へ
の
繫
が
り
は
認
め
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
故
、
本
稿
で
扱
っ
た
『
尋
思
鈔
』
中
の
五
重
唯
識
は
、
貞
慶
の
思
索
途
上
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
六
ま
と
め
貞
慶
は
興
福
寺
在
住
時
期
に
は
唯
識
観
（
五
重
唯
識
）
に
関
す
る
著
作
を
作
成
し
て
い
な
い
と
見
ら
れ
、
自
他
の
た
め
の
仏
道
実
践
に
邁
進
し
出
す
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
笠
置
遁
世
時
期
以
降
、
撰
述
意
図
を
異
に
し
た
『
法
相
宗
初
心
略
要
』『
心
要
鈔
』『
勧
誘
同
法
記
』
等
の
各
書
に
は
散
説
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
同
時
期
の
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
に
企
画
し
て
以
降
、
良
算
へ
の
作
成
依
頼
に
よ
る
『
摩
尼
抄
』
や
弟
子
達
と
唯
識
談
義
を
行
っ
て
纏
め
た
『
般
若
臺
談
抄
』
及
び
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
よ
り
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
に
か
け
て
唯
識
教
義
を
極
め
る
べ
く
蔵
俊
の
『
変
旧
抄
』
を
手
本
と
し
て
（ 31 ）
『
尋
思
鈔
』（「
通
要
｣・
｢別
要
」）
を
作
成
し
て
い
る
。
前
二
者
は
散
逸
等
に
よ
り
唯
識
観
（
五
重
唯
識
）
作
成
の
有
無
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
り
後
一
者
の
み
現
存
し
て
い
る
。
し
か
し
、
五
重
唯
識
に
お
け
る
貞
慶
解
釈
は
『
尋
思
鈔
』
の
段
階
で
は
完
結
し
て
お
ら
ず
、『
遣
相
証
性
』
等
短
釈
へ
と
至
る
書
物
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
仏
道
を
修
す
る
た
め
に
は
心
を
観
察
し
て
所
観
対
象
の
う
ち
遍
計
所
執
性
は
妄
執
の
故
に
捨
て
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
病
薬
関
係
に
相
当
さ
せ
て
空
有
の
増
益
損
減
執
に
対
す
る
有
空
観
に
よ
り
対
治
す
る
こ
と
と
真
理
へ
悟
入
す
る
た
め
に
空
観
に
よ
る
こ
と
と
が
併
置
さ
れ
る
解
釈
に
対
し
て
そ
れ
を
認
め
つ
つ
も
、
五
重
唯
識
を
修
す
る
に
地
前
・
地
上
位
を
通
し
て
空
観
を
中
心
に
据
え
る
解
釈
を
案
出
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
空
観
は
遣
虚
存
実
な
の
か
或
い
は
遣
相
証
性
な
の
か
、
そ
れ
と
も
遣
相
の
み
な
の
か
と
い
う
三
案
を
示
し
て
、
遣
相
証
性
を
存
す
る
案
を
と
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
真
理
悟
入
の
た
め
の
最
終
段
階
で
あ
る
遣
相
証
性
だ
か
ら
こ
そ
空
観
に
よ
る
悟
入
を
説
き
得
る
が
、
解
決
す
べ
き
諸
点
が
な
お
存
在
し
て
い
た
。
現
在
閲
覧
し
得
る
短
釈
は
遣
相
証
性
の
み
で
、
当
該
重
の
諸
点
が
記
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。『
尋
思
鈔
』
の
案
が
短
釈
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
私
案
と
し
て
提
示
さ
れ
た
『
尋
思
鈔
』
で
の
解
釈
は
、
当
時
の
一
般
的
見
解
を
纏
め
た
『
同
学
鈔
』
に
は
揭
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
必
ず
し
も
広
く
認
知
さ
れ
て
い
た
見
解
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
さ
に
貞
慶
に
と
っ
て
の
教
義
解
釈
途
上
の
一
段
階
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
と
い
っ
て
も
過
言
は
な
い
で
あ
ろ
う(53)。
註(1
)
中
国
唯
識
系
統
の
学
派
に
は
主
に
菩
提
流
支
・
勒
那
摩
提
訳
『
十
地
経
論
』
等
を
研
究
す
る
地
論
学
派
（
地
論
師
：
勒
那
摩
提
に
つ
い
た
慧
光
が
南
道
派
、
菩
提
流
支
に
つ
い
た
道
寵
が
北
道
派
）、
主
に
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
』『
摂
大
乗
論
釈
』
等
を
研
究
す
る
摂
論
学
派
（
摂
論
師
）、
主
に
玄
奘
訳
『
瑜
伽
師
地
論
』『
成
唯
識
論
』
等
を
研
究
す
る
唯
識
学
派
（
新
師
・
瑜
伽
師
・
唯
識
師
）
に
大
別
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
中
国
唯
識
に
は
吉
村
誠
『
中
国
唯
識
思
想
史
研
究
袞
玄
奘
と
唯
識
学
派
袞
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
が
あ
る
。
(2
)
『幽
賛
』（
原
本
：
貞
応
三
年
刊
正
智
院
蔵
本
、
仁
安
二
年
写
宝
寿
院
蔵
本
対
校
）
で
は
『
般
若
心
経
』
本
文
を
二
十
一
段
落
に
分
け
で
註
釈
す
る
中
、
第
二
の
「
経
曰
行
深
般
若
波
羅
蜜
多
時
」
（
大
正
三
三
・
五
二
四
下
）
に
対
す
る
註
釈
箇
所
（
大
正
三
三
・
五
二
六
下
〜
五
二
七
中
）
に
登
場
し
て
い
る
。
遍
計
所
執
性
・
依
他
起
性
・
円
成
実
性
の
三
性
を
観
察
し
て
い
く
中
で
、
無
明
を
離
れ
諸
法
実
相
に
相
即
す
る
に
は
唯
識
観
が
第
一
で
あ
る
と
し
て
五
重
唯
識
の
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
五
重
唯
識
を
所
観
と
し
て
能
観
の
慧
が
観
察
す
る
と
し
た
上
で
所
観
の
境
と
し
て
五
重
唯
識
（
大
正
四
五
・
二
五
八
中
〜
二
六
〇
上
）
が
説
か
れ
る
の
が
『
義
林
章
』
（
原
本
：
平
安
朝
時
代
春
日
版
興
福
寺
清
兼
所
伝
薬
師
寺
蔵
本
、
元
禄
十
五
年
道
空
刻
本
・
平
安
朝
時
代
春
日
版
法
隆
寺
蔵
本
対
校
）「
唯
識
義
林
」
で
あ
る
。
二
書
の
著
述
年
代
は
不
詳
で
あ
る
が
、
五
重
唯
識
を
見
る
限
り
唯
識
観
と
し
て
『
義
林
章
』
の
方
が
体
系
化
さ
れ
て
い
る
と
い
い
得
よ
う
。
(3
)
根
本
論
書
『
成
唯
識
論
』
を
相
性
位
・
初
中
後
・
境
行
果
の
三
科
に
区
分
し
て
解
釈
す
る
基
の
『
成
唯
識
論
述
記
』（
大
正
四
三
・
二
三
七
中
）
以
来
、
唯
識
学
派
で
は
三
門
に
よ
り
叙
述
す
る
方
法
が
取
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
観
法
に
も
着
目
し
て
三
門
と
す
る
場
合
が
あ
る
。
な
お
、
深
浦
正
文
氏
の
『
唯
識
学
研
究
』
下
巻
（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
五
四
年
・
オ
ン
デ
マ
ン
ド
版
大
法
輪
閣
、
二
〇
一
一
年
）
で
は
教
義
の
綱
格
と
し
て
教
相
門
・
法
相
門
・
観
心
門
の
三
門
構
成
と
し
て
唯
識
教
義
を
叙
述
す
る
方
法
を
取
っ
て
い
る
。
そ
の
観
心
門
に
第
七
部
修
道
篇
（
第
一
章
唯
識
の
観
法
・
第
二
章
修
道
の
機
類
・
第
三
章
断
惑
の
方
法
・
第
四
章
修
道
の
行
位
）
を
当
て
て
い
る
。
(4
)
僅
か
で
あ
る
が
、
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
作
の
良
遍
『
唯
識
観
作
法
』（『
観
念
発
心
肝
要
集
』
所
収
）
に
引
用
し
て
い
る
行
賀
『
唯
識
僉
義
』
逸
文
は
唯
識
観
実
践
方
法
を
記
す
（
北
畠
典
生
『『
観
念
発
心
肝
要
集
』
の
研
究
』
二
六
三
〜
二
七
〇
頁
、
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
四
年
）。
(5
)
『義
林
章
』「
唯
識
義
林
」
の
註
釈
書
と
し
て
観
理
『
唯
識
義
私
記
』（
嘉
吉
四
年
写
東
大
寺
所
蔵
)・
真
興
『
唯
識
義
私
記
』（
大
正
七
一
﹇
原
本
：
明
暦
四
年
刊
薬
師
寺
蔵
本
]・
日
蔵
六
三
﹇
明
暦
四
年
刊
本
古
写
本
対
校
]・
仏
全
三
〇
﹇
永
徳
三
年
法
隆
寺
蔵
本
]・
興
福
寺
等
所
蔵
）
が
現
存
。
（ 32 ）
こ
れ
に
は
間
中
潤
「
真
興
の
研
究
袞
唯
識
観
に
お
け
る
法
相
・
密
教
一
致
思
想
の
発
揮
」（『
龍
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
第
六
集
、
一
九
八
五
年
）、
同
「
小
嶋
真
興
の
唯
識
観
」（
北
畠
典
生
『
日
本
の
仏
教
と
文
化
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
〇
年
）、
拙
稿
「
観
理
の
研
究
袞
五
重
唯
識
説
の
日
本
的
展
開
袞
」（『
龍
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
第
七
集
、
一
九
八
六
年
)・
同
「
観
理
の
『
唯
識
義
私
記
』
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
三
四
巻
第
二
号
、
一
九
八
六
年
）。
ま
た
観
理
『
十
五
巻
私
記
』
前
半
部
翻
刻
に
は
、
上
田
晃
圓
『
日
本
上
代
に
お
け
る
唯
識
の
研
究
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
五
年
）
が
あ
る
。
私
記
逸
文
は
『
成
唯
識
論
本
文
抄
』
に
著
者
不
詳
「
唯
識
義
十
巻
私
記
｣・
恩
訓
『
唯
識
義
私
記
』・
千
到
『
唯
識
義
私
記
』
（
三
巻
私
記
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
(6
)
註
（
9
）
参
照
。
拙
稿
「
良
遍
の
五
重
唯
識
論
義
『
遣
相
証
性
事
』
の
特
色
」（『
仏
教
文
化
』
第
一
五
号
、
二
〇
〇
六
年
）
(7
)
平
安
期
の
特
徴
的
著
述
形
式
に
つ
い
て
は
結
城
令
聞
「
日
本
の
唯
識
研
究
史
上
に
お
け
る
私
記
時
代
の
設
定
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
三
巻
第
二
号
、
一
九
七
五
年
）
が
あ
る
。
(8
)
五
重
唯
識
で
は
弁
範
の
『
唯
識
五
重
問
答
抄
』（『
五
重
略
問
答
』）（
日
蔵
六
四
﹇
妙
顕
寺
興
福
寺
古
写
本
対
校
﹈）〔
拙
稿
「
弁
範
の
『
五
重
略
問
答
』
に
お
け
る
初
重
唯
識
に
関
す
る
一
考
察
」（
龍
谷
大
学
仏
教
学
会
編
『
唯
識
思
想
の
研
究
』
百
華
苑
、
一
九
八
七
年
。『
仏
教
学
研
究
』
第
四
三
号
、
一
九
八
七
年
）〕、
第
五
重
は
貞
慶
・
良
遍
短
釈
が
薬
師
寺
に
現
存
（
註
（
9
））
貞
慶
の
初
重
・
第
三
重
・
第
四
重
が
無
為
信
寺
に
現
存
。
唯
識
観
に
つ
い
て
は
良
遍
の
『
信
願
上
人
小
章
集
』（
日
蔵
六
四
（
唯
識
観
用
意
・
唯
識
観
事
・
自
行
思
惟
・
唯
識
空
観
・
中
道
事
・
唯
識
般
若
不
異
義
・
不
思
議
)・
仏
全
三
二
（
自
行
思
惟
・
唯
識
空
観
・
中
道
事
・
唯
識
般
若
不
異
義
・
不
思
議
）﹇
法
隆
寺
写
本
﹈）
及
び
『
観
念
発
心
肝
要
集
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
本
﹇
天
文
二
一
年
写
﹈・
大
谷
大
学
本
﹇
正
保
三
年
写
﹈)・
光
胤
『
中
道
空
観
之
事
』（
日
蔵
六
四
﹇
文
久
三
年
写
薬
師
寺
蔵
本
﹈）
等
が
あ
る
。
(9
)
五
重
の
内
の
第
五
重
に
は
拙
稿
「
貞
慶
の
五
重
唯
識
説
の
特
色
袞
『
遣
相
証
性
』
翻
刻
研
究
を
中
心
と
し
て
袞
」（『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
四
四
集
、
二
〇
〇
五
年
）。
(10
)
生
涯
を
通
し
て
釈
迦
・
弥
勒
・
阿
弥
陀
・
観
音
の
信
仰
（
同
時
進
行
で
は
な
い
）
を
も
っ
た
貞
慶
が
、
仏
道
を
修
す
る
点
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
に
楠
淳
證
『『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
研
究
袞
仏
道
篇
袞
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
九
年
）
が
あ
る
。
ま
た
『
尋
思
鈔
』
研
究
の
嚆
矢
に
新
倉
和
文
「
貞
慶
著
『
尋
思
鈔
』
と
『
尋
思
鈔
別
要
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」（『
仏
教
学
研
究
』
第
三
七
号
、
一
九
八
一
年
）
が
あ
る
。
(11
)
『摂
大
乗
論
本
』
巻
中
（
大
正
三
一
・
一
四
三
上
）、『
摂
大
乗
論
釈
』
巻
六
（
大
正
三
一
・
三
五
一
中
）、『
摂
大
乗
論
釈
』
巻
六
（
大
正
三
一
・
四
一
五
中
）
(12
)
『義
林
章
』
巻
一
「
唯
識
義
林
」（
大
正
四
五
・
二
五
九
上
）
(13
)
理
有
情
無
の
「
理
」
は
、
円
成
は
識
実
性
と
し
て
存
在
す
る
が
依
他
に
つ
い
て
は
染
分
依
他
と
浄
分
依
他
と
で
常
不
常
門
と
漏
無
漏
門
と
に
分
類
さ
れ
る
。
前
者
は
依
他
は
不
常
門
と
な
っ
て
遠
離
さ
れ
常
門
は
円
成
と
な
り
、
後
者
は
円
成
・
浄
分
依
他
は
無
漏
門
と
な
り
染
分
依
他
は
漏
門
と
な
っ
て
遠
離
さ
れ
る
。
(14
)
故
唯
識
觀
最
爲
第
一
。
…
…
唯
言
爲
遮
所
執
我
法
離
心
而
有
。
識
言
爲
表
因
緣
法
性
皆
不
離
心
。
計
所
執
性
唯
虛
勝
妄
識
。
依
他
起
性
唯
世
俗
識
。
圓
成
實
性
唯
勝
義
識
。
是
故
諸
法
皆
不
離
心
。
…
…
今
詳
聖
敎
所
說
唯
識
。
雖
無
量
種
不
過
五
重
。（
大
正
三
三
・
五
二
六
下
）
(15
)
能
觀
唯
識
以
別
境
慧
而
爲
自
體
。
…
…
今
且
依
名
觀
體
唯
慧
。
無
性
又
云
。
唯
識
現
觀
智
故
。
又
云
由
三
摩
呬
多
無
顚
倒
智
。
但
擧
定
中
所
起
之
智
以
爲
觀
體
。
作
尋
思
等
勝
唯
識
觀
必
居
定
故
。
不
言
卽
以
止
爲
觀
體
。
…
…
若
別
顯
者
。
略
有
二
位
。
一
因
。
二
果
。
因
通
三
慧
。
唯
有
漏
故
。
以
聞
思
修
所
成
之
慧
而
爲
觀
體
。
此
唯
明
利
簡
擇
之
性
。
果
唯
無
漏
。
修
所
成
慧
而
爲
觀
體
。
通
以
正
智
後
所
得
智
爲
自
體
故
。
…
…
若
總
言
唯
識
通
能
所
觀
。
言
唯
識
觀
唯
能
非
所
。
通
有
無
漏
。
通
散
及
定
。
以
聞
思
修
。
加
行
根
本
後
得
三
智
而
爲
自
體
。（
大
正
四
五
・
二
五
九
上
〜
下
）
(16
)
一
遣
虛
存
實
識
。
觀
遍
計
所
執
唯
虛
妄
起
都
無
體
用
。
應
正
遣
空
。
情
有
理
無
故
。
觀
依
他
圓
成
諸
法
體
實
。
二
智
境
界
。
應
正
存
有
。
理
有
情
無
故
。
…
…
由
無
始
來
執
我
法
爲
有
。
撥
事
理
爲
空
。
故
此
觀
中
。
遣
者
空
觀
。
對
破
有
執
。
存
者
有
觀
。
對
遣
空
執
。
今
觀
空
有
而
遣
有
空
。
有
空
若
無
。
亦
無
空
有
。
以
彼
空
有
相
待
觀
成
。
純
有
純
空
誰
之
空
有
。
故
欲
證
入
離
言
法
性
。
皆
須
依
此
方
便
而
入
。
…
…
說
要
觀
空
方
證
眞
者
。
謂
要
觀
彼
遍
計
所
執
空
爲
門
故
入
於
眞
性
。
…
…
此
唯
識
言
既
遮
所
執
。
若
執
實
有
諸
識
可
唯
。
既
是
所
執
亦
應
除
遣
。
此
（ 33 ）
最
初
門
所
觀
唯
識
。
於
一
切
位
思
量
修
證
（
大
正
四
五
・
二
五
八
中
〜
下
）
(17
)
有
空
観
に
よ
る
空
有
執
を
廃
す
こ
と
と
遍
計
を
排
除
し
依
円
を
存
す
る
こ
と
と
を
深
浦
正
文
氏
は
空
有
対
遣
伝
・
方
規
功
能
伝
と
い
う
呼
び
方
で
説
明
し
て
い
る
（『
唯
識
学
研
究
』
下
巻
五
九
六
〜
五
九
八
）。
(18
)
二
捨
濫
留
純
識
。
雖
觀
事
理
皆
不
離
識
。
然
此
内
識
有
境
有
心
。
心
起
必
託
内
境
生
故
。
但
識
言
唯
不
言
唯
境
。
成
唯
識
言
。
識
唯
内
有
境
亦
通
外
。
恐
濫
外
故
但
言
唯
識
。
…
…
由
境
有
濫
捨
不
稱
唯
。
心
體
既
純
留
說
唯
識
。（
大
正
四
五
・
二
五
八
下
）
(19
)
三
攝
末
歸
本
識
。
心
内
所
取
境
界
顯
然
。
内
能
取
心
作
用
亦
爾
。
此
見
相
分
俱
依
識
有
。
離
識
自
體
本
。
末
法
必
無
故
。
…
…
。
攝
相
見
末
歸
識
本
故
。（
大
正
四
五
・
二
五
八
下
〜
二
五
九
上
）
(20
)
四
隱
劣
顯
勝
識
。
心
及
心
所
俱
能
變
現
。
但
說
唯
心
非
唯
心
所
。
心
王
體
殊
勝
。
心
所
劣
依
勝
生
。
隱
劣
不
彰
唯
顯
勝
法
。
…
…
雖
心
自
體
能
變
似
彼
見
相
二
現
。
而
貪
信
等
體
亦
各
能
變
似
自
見
相
現
。
以
心
勝
故
說
心
似
二
。
心
所
劣
故
隱
而
不
說
。（
大
正
四
五
・
二
五
九
上
）
(21
)
五
遣
相
證
性
識
。
識
言
所
表
具
有
理
事
。
事
爲
相
用
遣
而
不
取
。
理
爲
性
體
應
求
作
證
。
…
…
攝
論
頌
言
。
於
縄
起
蛇
覺
。
見
縄
了
義
無
。
證
見
彼
分
時
。
知
如
蛇
智
亂
。
此
中
所
說
起
縄
覺
時
遣
於
蛇
覺
。
喩
觀
依
他
遣
所
執
覺
。
見
縄
衆
分
遣
於
縄
覺
。
喩
見
圓
成
遣
依
他
覺
。
此
意
卽
顯
。
所
遣
二
覺
皆
依
他
起
。
斷
此
染
故
。
所
執
實
蛇
實
縄
我
法
。
不
復
當
情
。
非
於
依
他
以
稱
遣
故
皆
互
除
遣
。
蛇
由
妄
起
體
用
俱
無
。
縄
藉
麻
生
非
無
假
用
。
麻
譬
眞
理
。
縄
喩
依
他
。
知
縄
麻
之
體
用
。
蛇
情
自
滅
。
蛇
情
滅
故
蛇
不
當
情
。
名
遣
所
執
。
…
…
證
眞
觀
位
照
眞
理
而
俗
事
彰
。
理
事
既
彰
我
法
便
息
。（
大
正
四
五
・
二
五
九
上
）
(22
)
『讃
仏
乗
抄
』
第
八
（『
大
日
本
史
料
』
第
四
編
一
二
・
二
九
四
〜
二
九
七
）
に
は
、
笠
置
に
『
大
般
若
経
』
全
巻
書
写
（
養
和
二
年
正
月
〜
建
久
三
年
十
一
月
）
の
終
わ
る
頃
、
其
の
年
の
春
世
累
を
遁
れ
次
の
年
の
秋
に
永
く
蟄
居
す
る
と
あ
り
、『
大
般
若
経
』
を
納
め
る
般
若
台
建
立
は
同
年
八
月
に
棟
上
げ
を
終
え
、
草
庵
（
茅
葺
五
間
一
面
僧
坊
一
宇
）
を
加
え
て
完
成
し
た
の
は
建
久
六
年
十
一
月
と
あ
る
。
(23
)
『論
第
一
巻
尋
思
鈔
』
巻
一
（
十
二
冊
本
第
三
冊
）
所
収
（
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
）、
龍
大
十
二
冊
本
を
底
本
と
し
谷
大
九
冊
本
・
五
冊
本
を
対
校
本
と
す
る
。
(24
)
楠
淳
證
「
聖
覚
房
良
算
と
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
袞
『
摩
尼
抄
』・
『成
唯
識
論
本
文
抄
』・
『般
若
臺
談
抄
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
袞
」（『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
九
集
、
二
〇
〇
〇
年
）
(25
)
｢貪
無
漏
縁
」（
興
福
寺
所
蔵
）（『
興
福
寺
典
籍
文
書
目
録
』
第
二
巻
三
八
三
（
奈
良
国
立
文
化
研
究
所
、
一
九
九
六
年
））、「
摂
在
一
刹
那
」（
薬
師
寺
所
蔵
）。
楠
前
掲
書
（
二
〇
一
九
年
）
参
照
。
(26
)
『仏
書
解
説
大
辞
典
』
第
六
巻
二
七
ｄ
〜
二
八
ａ
（
大
東
出
版
社
、
再
版
一
九
六
四
年
﹇
初
版
一
九
三
三
年
﹈）
何
れ
も
未
見
。
法
隆
寺
本
は
「
法
隆
寺
」
の
奥
書
の
あ
る
大
谷
大
学
本
や
龍
谷
大
学
本
と
の
関
係
は
不
明
。
な
お
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
と
し
て
は
文
化
一
〇
年
写
の
大
谷
大
学
と
高
野
山
大
学
の
蔵
本
が
あ
る
（『
仏
解
』
第
一
一
巻
一
〇
七
ａ
）。
(27
)
『唯
識
学
典
籍
志
』
四
五
二
下
（
大
蔵
出
版
、
再
版
一
九
八
五
年
﹇
初
版
一
九
六
二
年
﹈）
大
谷
大
学
「
余
大
一
六
六
一
」
は
五
冊
本
、
龍
谷
大
学
「
研
佛
」
は
十
五
冊
本
を
さ
す
。
(28
)
⃞写
大
谷
（
明
暦
三
写
一
八
冊
）（
文
化
一
〇
写
九
冊
）（
法
隆
寺
蔵
本
写
五
冊
）、
慶
大
（「
成
唯
識
論
第
九
巻
尋
思
抄
」、
暦
仁
二
写
一
冊
）、
竜
谷
（
一
五
巻
一
五
冊
）、
高
野
山
真
別
処
（
三
類
境
、
一
冊
）（「
唯
識
論
第
四
・
七
尋
思
鈔
」、
二
冊
）、
東
大
寺
（「
尋
思
抄
第
十
巻
抄
」、
文
安
元
専
弘
写
一
冊
）、
薬
師
寺
（「
尋
思
抄
」、
大
正
写
一
二
冊
）」（『
国
書
総
目
録
』
第
四
巻
五
〇
四
ａ
〜
ｂ
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
））
(29
)
｢成
唯
識
論
尋
思
鈔
」
と
し
て
「【
写
】
大
谷
（
明
暦
三
写
一
八
冊
）（
文
化
一
〇
写
九
冊
）（
法
隆
寺
蔵
本
写
五
冊
）、
慶
大
（「
成
唯
識
論
第
九
巻
尋
思
抄
」、
暦
仁
二
写
一
冊
）、
竜
谷
（
一
五
巻
一
五
冊
）、
高
野
山
真
別
処
（
三
類
境
、
一
冊
）（「
唯
識
論
第
四
・
七
尋
思
鈔
」、
二
冊
）、
東
大
寺
（「
尋
思
抄
第
十
巻
抄
」、
文
安
元
専
弘
写
一
冊
）、
薬
師
寺
（「
尋
思
抄
」、
大
正
写
一
二
冊
）」
更
に
「
論
第
二
巻
尋
思
抄
」
と
し
て
「（
佼
成
図
、
古
314/貴
1-8A
）」
と
あ
る
。「
法
相
問
用
抄
／
事
智
間
断
尋
思
抄
」
と
し
て
「【
写
】
東
大
寺
（
室
町
時
代
辨
雅
写
）」。「
論
第
一
尋
思
鈔
」
と
し
て
「【
写
】
高
野
山
持
明
院
（
明
暦
三
写
）」
と
三
箇
所
挙
げ
て
い
る
（
国
文
学
研
究
資
料
館
https:/
/base1.nijl.ac.jp/infolib/m
eta_pub/CsvSearch.cgi）
(30
)
註
記
（
28
）（
29
）
に
あ
る
薬
師
寺
所
蔵
の
大
正
年
間
書
写
十
二
冊
本
は
未
見
。
故
に
書
写
原
本
は
不
詳
。
（ 34 ）
(31
)
谷
大
本
は
大
谷
大
学
図
書
館
Ｈ
Ｐ
及
び
原
本
閲
覧
に
よ
る
。
龍
大
本
は
原
本
閲
覧
に
よ
る
。
(32
)
今
造
此
論
爲
於
二
空
有
迷
謬
者
生
正
解
故
。
生
解
爲
斷
二
重
障
故
。
由
我
法
執
二
障
具
生
。
若
證
二
空
彼
障
隨
斷
。
斷
障
爲
得
二
勝
果
故
。
由
斷
續
生
煩
惱
障
故
證
眞
解
脱
。
由
斷
礙
解
所
知
障
故
得
大
菩
提
。
又
爲
開
示
謬
執
我
法
迷
唯
識
者
令
達
二
空
。
於
唯
識
理
如
實
知
故
。
復
有
迷
謬
唯
識
理
者
。
或
執
外
境
如
識
非
無
。
或
執
内
識
如
境
非
有
。
或
執
諸
識
用
別
體
同
。
或
執
離
心
無
別
心
所
。
爲
遮
此
等
種
種
異
執
。
令
於
唯
識
深
妙
理
中
得
如
實
解
故
作
斯
論
。（『
成
唯
識
論
』
巻
一
（
大
正
三
一
・
一
上
））
(33
)
『成
唯
識
論
述
記
』
巻
一
（
大
正
四
三
・
二
三
四
下
〜
二
三
七
中
）
(34
)
①
②
は
本
稿
で
扱
う
た
め
省
略
。
③
安
慧
は
五
識
と
煩
悩
障
相
応
を
認
め
る
の
か
・
五
識
に
我
執
が
な
い
の
に
何
故
相
応
す
る
の
か
。
④
慧
沼
は
二
障
体
を
自
性
体
か
ら
捉
え
る
円
測
釈
を
認
め
る
の
か
。
⑤
二
乗
聖
者
は
生
空
真
如
を
証
す
る
の
か
・
二
乗
聖
者
は
真
見
道
を
証
せ
な
い
の
か
。
⑥
慧
沼
は
金
剛
心
菩
薩
を
ど
う
解
釈
す
る
の
か
・
演
秘
引
用
の
同
断
一
障
義
を
ど
う
解
釈
す
る
の
か
。
⑦
等
覚
菩
薩
は
何
故
皆
覚
り
の
所
得
を
得
る
と
い
う
の
か
・
菩
薩
は
一
切
相
智
を
得
ら
れ
る
の
か
。
⑧
因
位
に
智
慧
を
修
す
る
の
か
・
諸
識
は
八
識
体
一
か
六
識
体
一
か
・
識
体
一
義
な
の
か
。
⑨
八
識
体
一
の
教
証
提
示
。
⑩
阿
頼
耶
識
と
転
識
と
は
水
波
の
関
係
に
あ
り
八
識
は
不
一
不
異
。
⑪
『
成
唯
識
論
要
集
』
の
三
釈
を
提
示
し
、
こ
れ
に
対
し
八
識
体
一
義
の
立
場
よ
り
ど
の
よ
う
に
会
通
す
る
の
か
・
『世
親
摂
大
乗
論
釈
』
に
八
識
義
以
外
疑
問
点
が
な
い
の
か
等
・
『成
唯
識
論
要
集
』
の
二
釈
に
相
違
が
な
い
の
か
。
⑫
世
俗
勝
義
二
諦
に
有
境
無
心
義
を
立
て
る
の
か
・
『大
乗
法
苑
義
林
章
補
闕
章
』
は
世
俗
門
は
唯
境
義
を
立
て
る
の
か
。
(35
)
問
。
本
疏
中
。
付
明
無
漏
智
品
證
眞
理
義
。
且
依
有
觀
。
可
云
顯
眞
理
耶
答
。
以
有
觀
不
顯
理
也
。
爾
也
宗
家
所
定
也
。（『
成
唯
識
論
同
学
鈔
』
巻
一
袞
七
（
大
正
六
六
・
六
五
上
））
な
お
原
本
は
元
享
四
年
写
薬
師
寺
蔵
本
、
甲
本
は
薬
師
寺
蔵
古
写
本
、
乙
本
は
大
日
本
仏
教
全
書
本
。
(36
)
今
付
（
甲
本
に
よ
り
「
今
」
を
ふ
す
）
之
迷
謬
種
不
同
。
有
空
執
見
相
分
若
對
執
有
。
以
空
觀
可
顯
理
。
若
望
執
空
。
何
以
有
觀
不
證
理
耶
。
依
之
攝
大
乘
論
中
。
明
三
性
觀
門
。
觀
遍
計
所
執
空
。
依
圓
二
性
有
之
時
。
正
證
眞
理
見
此
豈
非
依
空
有
觀
俱
顯
理
耶
。（
大
正
六
六
・
六
五
上
〜
中
）
(37
)
答
。
誠
如
疑
難
。
破
有
空
執
。
必
依
空
有
觀
門
。
能
治
所
治
。
其
理
必
然
故
。
判
遺
（
甲
乙
本
に
よ
り
「
遺
」
を
「
遣
」
に
変
更
）
者
空
觀
。
對
破
有
執
。
存
者
有
觀
。
對
遺
空
執
。
今
觀
空
有
。
而
遣
有
空
。
卽
此
意
也
。
但
顯
眞
理
。
必
由
空
觀
。
眞
理
無
相
。
豈
以
有
觀
爲
門
耶
。
以
空
爲
門
故
。
云
二
空
眞
如
。
述
謂
要
觀
彼
遍
計
所
執
空
爲
門
故
。
入
於
眞
性
。
深
存
其
旨
也
。
此
卽
（
甲
乙
本
に
よ
り
「
則
」
を
「
卽
」
に
変
更
）
智
與
眞
如
。
平
等
平
等
俱
離
能
取
所
取
相
故
。
住
無
所
得
心
。
親
證
法
性
故
。
若
有
觀
者
。
豈
證
無
相
理
耶
。
是
以
護
法
論
主
廣
百
論
中
。
有
有
有
等
。
皆
順
執
心
。
空
空
空
等
。
皆
違
妄
執
。
故
有
智
者
。
聞
說
空
言
。
應
離
一
切
有
無
等
執
。
悟
法
眞
理
非
有
非
無
云
云
。
撲
揚
大
師
。
依
此
等
意
。
若
破
空
病
。
說
有
能
除
。
若
論
顯
理
。
要
資
空
觀
釋
給
。
但
至
攝
大
乘
論
者
。
自
本
遣
虛
存
實
觀
門
之
時
。
不
遮
證
眞
理
。
虛
實
觀
中
。
定
空
爲
門
故
入
於
眞
性
。
故
無
相
違
矣
。（『
成
唯
識
論
同
学
鈔
』
巻
一
袞
七
（
大
正
六
六
・
六
五
中
））
(38
)
『唯
識
義
私
記
』
巻
一
末
（
大
正
七
一
・
三
一
一
上
）
(39
)
『唯
識
義
私
記
』
巻
一
末
（
大
正
七
一
・
三
一
一
上
）
(40
)
『論
第
一
巻
尋
思
鈔
別
』（
原
題
通
り
、
以
下
省
略
）（
身
延
山
大
学
図
書
館
所
蔵
）
所
収
。
底
本
を
身
延
山
大
十
八
冊
本
と
し
、
龍
大
十
五
冊
本
・
十
二
冊
本
、
谷
大
十
八
冊
本
・
九
冊
本
・
五
冊
本
対
校
本
と
す
る
。
(41
)
『論
第
一
巻
尋
思
鈔
別
』
所
収
。
(42
)
『論
第
一
巻
尋
思
鈔
別
』
所
収
。
(43
)
｢遣
虚
存
実
観
」
の
よ
う
に
「
〇
〇
観
」
と
記
す
こ
と
は
、
現
存
文
献
で
は
真
興
『
唯
識
義
私
記
』
巻
一
（
大
正
七
一
・
二
九
九
上
、
三
一
一
上
、
三
一
二
上
等
）
を
嚆
矢
と
し
て
い
る
。
(44
)
『論
第
一
巻
尋
思
鈔
別
』
所
収
。
(45
)
問
。
加
行
位
專
観
所
執
依
他
於
名
義
自
性
差
別
観
假
有
実
無
假
有
是
依
他
実
无
卽
所
執①
也
。
設
雖
觀
円
成
正
猶
／
印
所
取
能
取
空
其
空
者
則
遍
計
所
執
也
。
了
／
義
燈
中
以
下
空
成
観
所
執
之
義
三
性
観
門
爲
一
念
／
同
時
若
尓
唯
観
一
実
引
実
証
智
者
非
此
位
行
相
／
又
乖
解
尺
実
義
。
／
答
。
此
義
実
幽
邃
輙②
雖
施
設
但
実
証
位
正
三
心
十
／
六
心
於
加
行
位
皆
所③
信
學
也
。
親
引
眞
見
道
／
一
実④
證
智
豈
不
世
第
一
法
乎
。
若
於
有
為
直
起
／
行
解
者
非
只
方
便
根
本
不
煩
根
殆
難
名
第
一
／
法
是
以
正
所
観
者
一
実
眞
理
有
漏
境
中
癈
／
詮
勝
義
加
行
道
中
无
分
別
智
也
。
自
解
依
他
虚
／
假
假
漸
泯
所
執
二
取
呼
之
爲
三
性
同
時
之⑤
観
指
之
／
爲
二
空
雙
印
義
猶
帶
所
執
依
他
空
有
二
相
／
當
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于
微
細
行
解
之
前
故
也
。
雖
欲
顕
異
実
証
不
／
所
觀
正
通
二
性
欤
。
／
問
。
観
円
成
之
時
自
悟
余
二
性
義
実
証
位
亦
同
何
於
／
加
行
爲
三
種
境
哉
。
燈
家
破
西
明
其
実
分
明
。
答
。
／
三
性
道⑥
理
不
一
不
異
観
解
通⑦
局
隨
時
自
在
。
或
／
単
、
或
重
、
或
自
一
兼
余⑧
二
、
或
自
二
摂
他
一
爲
／
主
不
成
句
〃
區
分
如
摂
論
前
後
文
判
悟
入
／
次⑨
位
不
同
是
猶
一
相
說
也
。
廓
法
師
欤
。
可
謂
義
門
／
可
衆
多
以
其
大
旨
之
推
、
初
行
淺
位
多
以
一
性
爲
先
／
乃
兼
余
観
中
間
自
在
雙
觀
二
三
純
熟
究
竟
之
／
時
專
可
住
円
成
一
門⑩
。
上
忍
世
第
一
法
寧
不⑪
一
／
実
不
二
之⑫
観
解
哉
。
燈
家
破
他
師⑬
也
。
有
自
在
／
之
惠
解
増
減
之
密
意
學
者
所
知
未
必
決
判
。
況
／
雖
似
円
成
論
躰
猶
依
他
相
分
也
。
雖
似
癈
詮
談
／
実
既
所
執
相
状
也
。
二
相
未
遣
猶
當
心
前
指
之
／
為
所
觀
亦
非
无
所
以
然
而
深
探
実
義
是
眞
如
一
／
門
也
。（『
論
第
一
巻
尋
思
鈔
別
』
所
収
）
①
身
延
山
本
へ
の
「
於
名
義
自
性
差
別
観
假
有
実
無
假
有
是
依
他
実
无
卽
所
執
」
は
谷
大
本
に
よ
り
挿
入
す
る
。
②
身
延
山
本
「
假
」
を
龍
大
本
・
谷
大
本
に
よ
り
「
輙
」
に
改
め
る
。
③
身
延
山
本
「
可
」
を
龍
大
本
・
谷
大
本
に
よ
り
「
所
」
に
改
め
る
。
④
身
延
山
本
「
所
見
」
を
龍
大
本
・
谷
大
本
に
よ
り
「
一
実
」
に
改
め
る
。
⑤
身
延
山
本
「
也
」
を
龍
大
本
・
谷
大
五
冊
本
九
冊
本
に
よ
り
「
之
」
に
改
め
る
。
⑥
身
延
山
本
「
通
」
を
龍
大
本
・
谷
大
本
に
よ
り
「
道
」
に
改
め
る
。
⑦
身
延
山
本
「
道
」
を
龍
大
本
・
谷
大
本
に
よ
り
「
通
」
に
改
め
る
。
⑧
身
延
山
本
「
尓
」
を
龍
大
本
・
谷
大
本
に
よ
り
「
余
」
に
改
め
る
。
⑨
身
延
山
本
「
四
」
を
龍
大
本
・
谷
大
本
に
よ
り
「
次
」
に
改
め
る
。
⑩
龍
大
十
二
冊
本
・
谷
大
五
冊
本
九
冊
本
に
よ
り
「
可
住
円
成
一
門
」
を
加
え
る
。
⑪
龍
大
十
五
冊
本
・
谷
大
本
に
よ
り
「
上
忍
世
第
一
法
寧
不
」
（
谷
大
本
「
上
」
な
し
）
を
加
え
る
。
⑫
身
延
山
本
「
実
心
不
可
之
」
を
龍
大
十
二
冊
本
・
谷
大
五
冊
本
九
冊
本
に
よ
り
「
一
実
不
二
之
」
に
改
め
る
。
⑬
龍
大
十
二
冊
本
・
谷
大
五
冊
本
九
冊
本
に
よ
り
「
師
」
を
加
え
る
。
(46
)
『論
第
一
巻
尋
思
鈔
別
』
所
収
。
(47
)
『論
第
一
巻
尋
思
鈔
別
』
所
収
。
(48
)
『法
相
宗
初
心
略
要
』（
日
蔵
六
三
・
三
八
九
下
）（
原
本
：
佐
伯
定
胤
蔵
本
、
応
安
七
年
写
宝
寿
院
蔵
本
等
対
校
）。
初
重
の
「
夫
諸
法
不
離
一
心
。
心
外
无
別
法
故
。
心
外
諸
法
一
切
都
无
也
。
心
内
諸
法
非
无
其
事
。
其
事
則
如
幻
緣
生
。
雖
非
實
有
而
非
都
无
。
如
幻
色
聲
香
味
觸
、
如
幻
八
識
王
所
等
是
也
。
如
是
虚
假
事
必
有
其
理
哉
。
若
无
其
理
者
由
何
有
其
事
哉
。
若
无
其
事
者
由
何
有
其
理
哉
。
事
理
相
似
不
卽
不
離
也
。
此
如
幻
生
事
是
名
依
他
起
性
。
其
緣
生
之
眞
理
是
名
円
成
實
性
。
今
此
依
圓
二
性
更
非
如
愚
夫
之
所
計
。
愚
夫
執
我
法
爲
實
有
。
心
内
二
性
更
非
實
我
實
法
。
或
撥
無
事
理
爲
都
无
。
心
内
二
性
更
非
都
无
故
也
。
今
此
偏
者
偏
空
妄
執
前
當
情
所
現
偏
有
相
或
偏
空
相
、
是
爲
心
外
諸
法
。
卽
遍
計
所
執
也
。
唯
是
妄
心
思
而
都
无
其
體
。
如
是
遣
二
偏
所
執
存
一
心
依
圓
。（
日
蔵
六
三
・
三
八
九
下
）
の
中
、
下
線
部
の
遍
計
所
執
を
偏
空
妄
執
に
お
け
る
当
情
所
現
の
偏
有
相
偏
空
相
と
捉
え
て
い
る
点
に
注
意
を
要
す
る
。「
偏
妄
執
」
で
あ
れ
ば
当
情
現
の
偏
有
偏
空
は
理
解
し
や
す
い
が
、「
偏
空
妄
執
」
で
あ
る
と
空
執
に
お
け
る
偏
有
偏
空
と
な
っ
て
し
ま
う
。
(49
)
『心
要
鈔
』
(大
正
七
一
・
五
六
中
)（
原
本
：
文
化
十
二
年
刊
大
谷
大
学
蔵
本
、
日
蔵
本
対
校
）
(50
)
『勧
誘
同
法
記
』（
日
蔵
六
四
・
五
下
〜
八
上
）（
原
本
：
恵
空
蔵
本
、
法
隆
寺
蔵
古
写
本
対
校
）、
更
に
略
要
門
で
は
「
金
剛
般
若
経
」
偈
頌
「
過
去
心
不
可
得
現
在
心
不
可
得
未
来
心
不
可
得
」
（
日
蔵
六
四
・
一
三
下
）
を
誦
す
こ
と
を
修
行
の
要
門
と
見
な
す
な
ど
仏
道
実
践
の
具
体
的
様
相
の
一
端
を
示
す
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
(51
)
修
唯
識
観
悟
如
幻
人
、
能
通
墻
壁
如
空
不
障
、
能
入
大
地
如
池
無
妨
。
方
丈
室
内
容
三
萬
床
大
小
無
礙
自
他
同
見
。（『
勧
誘
同
法
記
』（
日
蔵
六
四
・
七
上
））
(52
)
註
（
9
）
参
照
。
(53
)
当
該
問
題
を
含
む
蔵
俊
の
書
が
見
出
さ
れ
な
い
た
め
貞
慶
案
へ
の
蔵
俊
の
影
響
は
不
詳
で
は
あ
る
。
但
、
辨
範
（
〜
一
二
九
五
〜
）『
唯
識
五
重
問
答
抄
』
に
は
「
菩
提
院
の
詞
」
を
抄
録
し
た
と
あ
り
蔵
俊
の
解
釈
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
は
存
す
も
の
の
蔵
俊
解
釈
を
特
定
で
き
ず
、
現
時
点
で
は
明
確
化
し
得
な
い
。
但
し
、
貞
慶
の
短
釈
・
辨
範
の
書
及
び
室
町
期
の
光
胤
（
一
三
九
六
〜
一
四
六
八
）『
中
道
空
観
之
事
』『
遣
相
証
性
観
之
事
』
に
も
五
重
唯
識
と
四
重
出
体
と
の
関
係
を
述
べ
る
解
釈
が
あ
る
た
め
、
こ
の
解
釈
は
貞
慶
を
創
案
と
す
る
か
は
別
と
し
て
も
貞
慶
を
含
む
法
系
で
は
採
用
さ
れ
て
い
た
解
釈
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
諸
書
で
触
れ
て
い
る
唯
識
観
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。
【附
記
】
『唯
識
論
尋
思
鈔
』
に
つ
い
て
身
延
山
大
学
図
書
館
・
龍
谷
大
学
図
書
館
・
大
谷
大
学
図
書
館
へ
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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